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－
１

成
佛
を
以
て
終
局
と
す
る
法
華
宗
に
於
て
、
下
種
の
問
題
は
、
最
初
に
し
て
然
も
最
後
と
も
云
う
べ
き
重
要
な
意
義
を
含
ん
で
い
る
。

而
し
て
、
下
種
そ
の
も
の
の
一
般
的
語
意
は
、
種
子
を
下
す
こ
と
、
即
ち
種
子
を
大
地
に
植
え
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
佛
教
で
い
う

下
種
は
、
そ
の
趣
を
や
や
異
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

故
に
、
先
ず
そ
の
種
子
と
は
如
何
な
る
も
の
な
り
や
と
い
う
義
を
解
明
し
な
け
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
か
か
る
諏
子
思
想
は
何
時
頃
か

ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
も
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
、
下
種
と
い
う
植
え
る
方
法
は
如
何
に
あ
る
べ
き
や
と
い

う
問
題
も
解
決
し
な
け
れ
ば
本
論
の
研
究
を
全
う
し
た
と
云
え
な
い
の
で
あ
る
。

然
し
、
こ
れ
等
を
取
り
上
げ
乍
ら
論
を
す
す
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
広
汎
な
る
佛
教
教
理
全
般
に
及
ぶ
勢
い
あ
り
、
到
底
、
短
日
月
の
学

究
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
、
問
題
の
中
心
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
制
限
を
加
え
た
上
に
加
え
つ
つ
、
一
応
、
穂
子
思
想
の
発
生
を
印

度
、
中
国
、
日
本
で
の
佛
性
諭
靜
の
場
に
求
め
、
そ
の
種
子
思
想
の
跡
を
訪
ね
つ
つ
、
種
子
思
想
の
到
達
す
べ
き
極
地
と
思
わ
れ
る
日
蓮

下
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究
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以
上
を
要
約
す
る
と
「
諸
行
を
分
析
す
る
に
、
別
に
実
物
が
あ
っ
て
種
子
と
名
寧
つ
け
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
他
に
種
子
な
る
も
の
を

求
め
る
わ
け
で
も
な
い
。
過
去
と
未
来
と
を
互
い
に
望
ん
で
、
因
と
し
て
の
諸
行
を
采
に
対
し
て
、
種
子
と
名
け
る
の
で
あ
る
一
と
説

か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
切
諸
行
の
潜
在
態
が
種
子
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

諏
子
思
想
の
発
生
お
よ
び
下
種
思
想
の
変
遷
を
訪
ね
る
に
あ
た
り
、
先
ず
種
子
な
る
も
の
の
語
意
規
定
を
求
め
る
為
に
、
弥
勒
菩
薩

説
、
唐
の
玄
英
訳
の
「
玲
伽
師
地
諭
」
を
挙
げ
た
い
。
而
し
て
、
そ
の
巻
第
五
十
二
に

ズ
↓
、
〃
二
ヲ
↓
一
テ

ケ
テ
ズ
ニ
，
、
‐

レ
バ
テ

ー
プ
ス

復
次
種
子
云
何
非
下
析
二
諸
行
一
別
有
二
実
物
一
名
為
中
諏
子
上
亦
非
二
余
処
一
然
即
諸
行
如
し
是
極
性
如
レ
是
等
生
如
レ
足
安
布
名
為
二

二
レ
ノ
Ｊ
刃
ノ
０
ト

ズ

セ
ゾ
テ
ノ
↓
一
ン
’
八
テ
｜
一
ハ
チ
レ

ジ
パ
テ
二
〈
チ
シ
ク

種
子
一
亦
名
為
し
果
。
当
し
知
此
中
果
与
二
種
子
一
不
二
相
雑
乱
一
何
以
故
。
若
望
二
過
去
一
諸
行
即
此
名
し
果
。
芳
望
二
未
来
一
諸
行
即
此
名
ニ

パ
一
ア
叉
に
‐

一
プ

チ
テ

ク
‐
、
．
ズ
テ

ク
セ
ニ
卜
０

一
一

種
子
一
。
如
レ
是
若
時
望
し
彼
名
為
二
種
子
一
。
非
下
於
二
爾
時
一
即
名
為
し
果
。
若
時
望
し
彼
名
レ
果
非
下
於
二
爾
時
一
即
名
中
種
子
上
。
是
故
当
レ

ン

ズ

バ
シ
こ
く
ば
く
と
・
う
紫
つ

テ
ズ
カ

知
種
子
与
レ
果
不
二
相
雑
乱
一
。
密
如
二
殺
麦
等
物
所
有
芽
茎
菜
等
種
子
一
。
於
二
彼
物
中
一
膳
梼
分
折
求
二
異
種
子
一
了
不
レ
可
し
得
。
亦
非
二
余

チ

ク
シ
ヲ
ト
ム

守

一
一
？
‐
や

処
一
。
然
諸
大
種
。
如
レ
是
種
性
如
レ
是
等
生
如
レ
是
安
布
。
即
殼
麦
等
物
能
為
二
彼
縁
一
令
二
彼
得
亡
生
。
説
名
二
種
子
一
。
当
し
知
此
中
道
理

然
し
、
木
諭
を
以
て
の
研
究
は
、
下
種
な
る
も
の
の
追
跡
途
上
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
、
洩
学
脈
才
が
押
し
す
す
め
た
本
論
に
対
す
る

叱
正
お
よ
び
御
教
導
等
を
衷
心
よ
り
待
つ
次
第
で
あ
る
。

大
聖
人
の
観
心
本
隙
妙
の
「
附
前
迩
門
の
円
教
す
ら
佛
囚
に
非
ず
：
：
：
‐
一
の
文
に
依
っ
て
、
本
地
本
川
妙
法
韮
葹
絲
の
佛
諏
子
を
間
明
に

し
た
い
。

亦タ処
爾リー。

下
種
の
研
究

｜
、
種
子
の
語
意
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ま
た
、
爺
伽
師
地
諭
中
の
蓉
嶮
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
穀
麦
等
物
の
所
に
、
種
子
が
縁
と
な
っ
て
「
令
二
彼
得
亡
生
」
と
あ
る
が
謡
こ

れ
ば
種
子
な
る
も
の
を
縁
種
と
も
称
し
て
お
り
、
極
め
て
意
味
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。

次
に
、
種
子
に
つ
い
て
の
語
意
規
定
と
し
て
、
宇
井
伯
寿
師
の
説
（
佛
教
思
想
研
究
）
を
挙
げ
る
と

種
子
と
い
う
名
は
勿
論
、
癖
に
よ
っ
て
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
種
子
と
名
づ
け
る
以
上
、
果
を
生
ず
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る

か
ら
、
慣
性
的
と
な
っ
た
も
の
は
、
後
に
前
と
同
じ
業
を
起
す
も
の
で
あ
る
。

衣
と
香
と
を
同
一
時
に
、
同
一
所
に
置
け
ば
、
香
は
数
と
衣
に
蕪
ず
る
か
ら
之
を
薫
習
と
い
い
、
香
物
は
消
失
し
て
も
、
香
が
衣
に
遣

っ
て
い
る
の
を
習
気
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
習
気
は
習
慣
性
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
次
刹
那
に
ば
前
と
同
じ
こ
と
を
起
さ
し
め
る
点

で
、
之
を
果
を
生
ず
る
因
と
し
て
、
種
子
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

と
、
種
子
は
栗
を
生
ず
る
因
で
あ
る
が
、
実
物
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
な
く
、
習
気
の
如
く
習
慣
性
と
し
て
、
前
と
同
じ
業
を
起
さ
し
め

る
も
の
で
あ
る
。
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

次
に
、
世
親
菩
薩
の
妙
法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
に
十
種
無
上
を
説
く
初
め
に

ス

ヲ
ニ
ク
ノ
ヲ

ガ
ハ
レ
ト

ク
シ
テ
ヲ
シ
テ
テ
ス
〃

二
ノ
ス
ル

シ
テ
ジ

ー
者
示
二
現
糎
子
無
上
一
故
説
二
雨
僻
嶮
一
。
汝
等
所
行
是
菩
薩
道
者
。
謂
発
二
菩
提
心
一
退
已
還
発
者
。
前
所
二
修
行
一
善
根
、
不
し
滅
同
二

と
あ
る
。
即
ち
得
果
の
為
の
諏
子
と
し
て
の
法
華
経
の
無
上
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
種
子
と
は
、
前
に
修
行
す
る
善
根
の
種
子
と
し
て
の

閃
が
、
果
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
の
慨
念
を
こ
れ
に
依
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
多
く
の
諏
孑
の
語
意
規
定
を
す
る
為
の
文
献
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
を
取
っ
て
て
も
種
子
と
は
、
果
を
生
ず
る

囚
を
以
て
祁
子
と
称
す
る
よ
う
で
あ
る
。

ノ

ト

後
得
果
一
故
。

下
種
の
研
究
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－

諏
子
に
つ
い
て
ば
、
ア
ラ
ャ
識
思
想
の
発
達
に
つ
れ
て
次
第
に
解
明
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
「
解
深
密
経
に
於
て
は
、
ア
ラ
ャ
識
に

は
征
子
と
結
合
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
所
は
な
い
。
一
切
種
子
心
識
の
種
子
す
ら
、
単
に
因
と
い
う
程
の
意
味
で
、
而
も
古
く
か
ら
用
い

ら
れ
て
居
た
為
に
、
用
い
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
宇
井
伯
寿
師
も
云
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
種
子
と
ア
ラ
ャ
識
と
の
関
係
が
、

特
殊
な
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
考
え
ら
れ
だ
し
た
の
は
、
な
ん
と
云
っ
て
も
、
「
職
伽
師
地
諭
」
や
「
佛
性
論
」
が
出
て
、
唯
識
に
対

す
る
関
心
が
深
ま
り
、
佛
性
諭
課
が
次
第
に
は
げ
し
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

今
、
識
伽
帥
地
諭
の
摂
決
択
分
に
於
け
る
ア
ラ
ャ
識
と
種
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
ア
ラ
ャ
識
に
つ
い
て
の
証
と
し
て
一
種

の
文
証
（
解
深
密
経
心
意
識
相
品
の
最
後
に
あ
た
る
阿
陀
那
識
に
関
す
る
偶
を
あ
げ
て
い
ろ
）
を
示
し
、
八
種
の
理
証
（
識
存
在
の
論
証

下
種
の
研
究

と
種
子
に
つ
い
て
の
同
様
の
説
明
が
あ
る
。

て
い
る
。
ま
た
第
五
十
二
巻
に
は

と
あ
る
。
↓
あ
意
味
ば
獅
子
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
依
止
と
な
っ
て
い
ろ
。
そ
れ
は
一
切
種
子
と
し
て
の
ア
ラ
ャ
識
を
指
す
の
で
あ
る
。
即

ち
、
意
は
ア
ラ
ャ
識
の
諏
子
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
、
種
子
依
は
一
切
種
子
阿
頼
耶
識
な
り

と
、
数
多
く
の
種
子
な
る
語
を
以
て
本
論
を
進
め
、
玲
伽
観
行
者
の
境
行
果
等
を
詳
説
し
、
唯
紬
中
道
の
理
に
悟
入
す
べ
き
こ
と
を
示
し

仰
子
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
玲
伽
帥
地
諭
一

騨
無
間
依
語
意
。
種
子
依
調
即
此
一
切
師
子

復
次
獅
子
云
何
非
折
諸
行
別
有
実
物
名
為
種
子
亦
非
余
処
…
…

二
、
種
子
な
る
も
の

百
巻
の
う
ち
の
第
一
巻
、
巻
蚊
に
十
七
地
を
説
く
第
一
の
五
識
身
相
応
地
に
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を
理
論
的
に
訴
え
た
も
の
で
あ
る
）
を
説
き
、
更
に
八
種
の
理
証
は
人
を
し
て
ア
ラ
ャ
識
の
存
在
を
確
認
せ
し
め
る
正
確
な
も
の
で
な
い

か
ら
と
、
従
来
の
説
を
ま
と
め
て
示
し
、
同
時
に
ア
ラ
ャ
識
の
性
質
を
ま
と
め
て
、
四
種
の
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
そ
れ
ら
の
文
中
に
は
ア
ラ
ャ
識
と
種
子
の
関
係
を
、
八
種
の
理
証
の
う
ち
の
第
四
に

何
故
薪
無
一
両
頼
耶
識
一
。
有
一
流
子
性
一
不
し
応
一
遁
理
一
・
…
…
：

即
ち
ア
ラ
ャ
識
の
存
在
を
認
め
な
い
と
、
種
子
た
る
も
の
の
存
在
が
不
可
能
に
な
る
。
そ
れ
は
諏
子
は
総
べ
て
を
生
ず
る
因
で
、
六
識
の

生
ず
る
の
も
種
子
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
種
子
は
心
身
の
何
処
に
在
る
か
と
い
え
ば
、
身
体
に
存
す
る
こ
と
は
勿
論
不
可
能
で
あ
る
し
、
そ

う
か
と
い
っ
て
も
心
の
六
識
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
六
識
は
善
心
だ
と
い
っ
て
も
忽
ち
不
善
心
に
な
る
し
、
ま
た
熟
睡
時
な
ど
の
時
は
断
絶

し
て
い
る
の
で
不
合
理
で
あ
る
。
従
っ
て
常
に
同
一
性
を
保
っ
て
存
続
す
る
も
の
の
中
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
ア
ラ
ャ
識
で
あ

る
。
故
に
ア
ラ
ャ
識
は
種
子
の
依
止
所
で
あ
り
。
ア
ラ
ャ
識
は
種
子
識
で
も
あ
る
と
、
そ
の
密
接
不
離
な
関
係
を
述
べ
て
い
る
。

次
に
四
極
の
義
の
第
三
に
、
ア
ラ
ャ
識
は
諸
転
識
（
働
く
識
）
の
意
の
為
に
種
子
と
な
り
、
所
依
と
な
る
。
ま
た
諸
転
識
は
ア
ラ
ャ
識

の
為
に
種
子
を
長
愛
し
、
種
子
を
摂
植
し
て
、
後
の
ア
ラ
ャ
識
を
生
ず
し
め
る
の
で
あ
る
と

云
何
雄
二
立
互
為
縁
性
転
相
一
調
阿
頼
耶
識
。
与
二
諸
転
識
一
作
一
三
縁
性
一
・
一
為
二
彼
種
子
一
故
。
二
為
二
彼
所
依
一
故
。
為
二
種
子
一
者
。
綱

所
有
善
不
善
無
記
転
識
転
時
。
一
切
皆
用
一
両
頼
耶
識
一
為
一
種
子
一
故
。
．
：
：
．
…

即
ち
ア
ラ
ャ
識
は
、
種
子
識
で
あ
る
と
い
い
、
種
子
の
集
ま
り
を
一
全
体
と
見
た
時
の
名
で
あ
る
。
然
も
そ
の
極
子
か
ら
善
、
不
善
、
無

記
の
転
識
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
和
子
は
囚
で
、
転
識
は
采
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
転
識
が
起
る
と
同
時
に
、
そ

の
転
識
は
ア
ラ
ャ
識
に
蕪
習
し
て
、
習
気
を
過
す
。
こ
の
場
合
は
転
識
が
凶
で
、
習
気
た
る
諏
子
が
采
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
諏
子
は

機
会
が
難
え
ば
転
識
を
生
ず
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
一
刹
那
一
刹
那
に
生
滅
し
な
が
ら
同
撤
の
種
子
を
生
じ
つ
つ
生
滅
変
転
す
る
。
従

下
種
の
研
究
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な
お
こ
の
種
子
に
つ
い
て
種
子
生
現
行
の
立
場
か
ら
、
種
子
に
名
言
種
子
と
業
瀧
子
と
を
含
め
る
の
で
あ
る
。
即
ち
名
言
種
子
と
は
口

舌
言
語
に
よ
る
慣
習
を
実
体
視
し
た
も
の
に
、
思
惟
に
よ
る
慣
性
を
実
体
視
し
た
も
の
を
プ
ラ
ス
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
。
業
種
子

と
は
、
身
体
上
の
業
に
関
し
て
慣
習
を
実
体
視
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
具
体
的
に
実
体
祝
し
て
種
子
を
考
え
る
と
、

種
子
は
抽
象
的
な
理
論
と
し
て
の
概
念
だ
け
で
な
く
、
種
子
そ
の
も
の
が
一
種
独
特
な
働
き
を
持
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
存
在
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ラ
（
》
○ っ

て
後
刹
那
の
種
子
は
前
刹
那
の
祁
子
の
果
で
あ
り
、
前
刹
那
の
種
子
は
因
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
種
子
生
種
子
と
い
う
。

こ
の
低
識
の
植
え
た
諏
子
が
ア
ラ
ャ
識
に
摂
植
さ
れ
、
後
刹
那
の
種
子
を
生
じ
て
い
く
祁
子
生
祁
子
の
転
識
は
縁
で
あ
り
、
後
刹
那
の

諏
子
を
摂
植
さ
れ
た
ア
ラ
ャ
識
は
栗
で
あ
る
。
即
ち
諏
子
生
和
子
の
両
諏
子
の
関
係
ば
、
転
識
と
い
う
縁
に
よ
り
因
果
の
関
係
を
生
ず
る

の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
諏
子
生
現
行
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
ア
ラ
ャ
識
は
因
と
縁
と
で
あ
っ
て
、
転
識
は
采
で
あ
り
、
現
行
或
繩
子
と

い
う
観
点
に
立
て
ば
、
転
識
は
因
で
ア
ラ
ャ
識
は
采
と
な
る
の
で
あ
る
。
還
言
す
れ
ば
、
現
行
を
生
じ
た
後
の
諏
子
は
過
去
の
諏
子
と
し

て
無
体
に
な
る
と
同
時
に
、
現
行
の
中
に
摂
入
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
現
行
と
雌
も
次
の
和
子
を
頑
稗
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
現
行
は
や
が

て
無
体
に
な
り
、
薫
習
さ
れ
た
種
子
が
残
り
、
次
の
刹
那
に
は
雨
耆
さ
れ
た
種
子
が
新
ら
た
に
現
行
を
生
じ
、
そ
の
現
行
が
ま
た
諏
子
を

薫
習
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
刹
那
一
刹
那
に
こ
の
こ
と
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
に
玲
伽
師
地
諭
に
は
、
ア
ラ
ャ
識
と
種
子
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
結
川
種
子
と
は
薫
習
さ
れ
た
習
気
で
あ

り
、
そ
の
種
子
が
生
滅
変
遷
の
渦
中
は
絶
え
ず
因
果
倶
時
の
働
き
を
帯
び
、
然
も
実
物
と
し
て
の
存
在
に
名
づ
け
た
物
で
は
な
い
の
で
あ

下
種
の
研
究
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佛
性
と
は
、
元
来
は
覚
悟
の
本
性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
性
が
同
一
人
類
中
に
有
る
か
無
い
か
と
い
う
佛
性
の
有
無
が
問

題
の
中
心
と
な
っ
て
、
印
度
・
中
国
・
日
本
の
三
国
に
わ
た
り
長
い
年
月
論
課
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
即
ち
一
切
皆
成
思
想
（
以
下
、

性
宗
と
い
う
）
と
五
性
各
別
思
想
（
以
下
、
種
宗
と
い
う
）
と
の
対
立
で
あ
る
。

こ
の
性
宗
と
種
宗
の
両
思
想
は
、
一
切
有
性
説
と
一
分
無
性
説
と
の
対
立
と
な
り
。
そ
の
佛
性
の
意
義
に
関
し
て
ば
、
こ
れ
を
理
佛
性

と
な
す
か
行
佛
性
と
な
す
か
の
対
立
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
、
性
宗
の
一
切
有
性
説
は
、
佛
性
は
先
天
的
に
性
得
せ
る
悉
有
で
あ
る
と
し
、

種
性
の
一
分
無
性
説
は
、
佛
性
は
後
天
的
の
も
の
で
、
修
得
し
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
分
の
も
の
は
得
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と

種
性
の
一
分
無
性
説
詞

主
張
し
た
の
で
あ
る
。

｜
ｌ
性
宗
（
一
切
皆
成
思
想
）
ｌ
一
切
有
性
説
ｌ
性
得
（
先
天
的
）
ｌ
理
佛
性

１
種
宗
（
五
性
各
別
思
想
）
’
一
分
無
性
説
ｌ
修
得
（
後
天
的
）
１
行
佛
性

然
し
こ
の
両
者
は
、
性
宗
が
理
想
論
者
で
あ
り
種
宗
が
現
実
論
者
で
あ
る
が
如
く
対
立
さ
せ
て
説
く
者
も
あ
る
が
、
両
者
は
、
共
に
実
修

を
必
要
と
す
る
点
に
お
い
て
一
致
し
、
自
然
法
雨
の
成
佛
論
者
で
は
な
く
、
た
だ
こ
れ
を
実
修
の
み
に
求
め
る
か
、
ま
た
突
修
の
基
礎
と

し
て
先
天
的
に
求
め
る
か
に
お
い
て
説
を
分
立
し
、
対
立
し
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
両
者
は
、
佛
性
が
成
佛
の
親
因
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
同
調
し
、
長
い
歳
月
の
間
に
互
い
に
あ
ゆ
み
寄
り
を
み
せ
、
や
が

下
種
の
研
究

三
、
種
子
を
め
ぐ
る
佛
性
論
靜
の
概
要

１
佛
性
観
の
両
思
想
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種
宗
の
主
張
の
要
点

性
宗
の
主
張
の
要
点

て
成
佛
の
媒
体
と
し
て
の
種
子
と
名
づ
く
る
も
の
を
隅
え
だ
し
た
。
即
ち
理
佛
性
を
真
如
種
子
と
し
、
行
佛
性
を
無
漏
和
子
と
し
、
真
如

種
子
は
、
吾
人
の
心
識
中
に
包
含
す
る
が
、
無
漏
種
子
は
、
吾
人
の
心
識
中
に
蔵
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
り
と
妥
協
点
を
み
い
だ
し
た
。

然
し
両
者
ば
、
再
び
本
有
無
漏
和
子
な
る
も
の
が
、
一
切
に
具
有
せ
ら
れ
る
や
、
否
や
に
就
い
て
諭
浄
さ
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、

両
者
の
思
想
の
要
点
を
挙
げ
ろ
と

か
か
る
性
・
種
両
者
の
対
立
が
、
ど
こ
か
ら
発
生
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、
一
闘
提
を
如
何
に
と
り
あ
つ
か
う
か
と
い
う
問
題
に
対

性
宗
の
い
う
理
性
の
平
等
は
認
め
る
が
、
然
し
理
性
は
無
為
で
あ
る
。
故
に
発
心
修
行
と
い
う
有
為
の
因
と
は
な
り
得
な
い
。
発
心
修

行
の
有
為
法
は
行
佛
性
の
本
有
無
漏
種
子
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一
間
提
に
は
発
心
修
行
の
意
志
が
な
い
。
故
に
無
性
で
あ
り
、
他
は

有
性
で
あ
る
。
性
宗
の
い
う
真
如
種
子
は
所
縁
縁
、
増
上
縁
だ
が
親
因
で
は
な
い
。
親
因
は
本
有
無
漏
種
子
に
の
み
あ
り
、
無
性
は
無

縁
だ
け
で
な
く
無
因
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

理
性
の
平
等
に
立
っ
て
、
こ
の
理
性
を
以
て
親
因
と
な
し
、
こ
の
親
困
が
あ
る
か
ら
に
は
一
剛
捉
と
い
え
ど
も
他
日
発
心
修
行
奇
る
こ

と
が
あ
る
。
故
に
種
宗
の
如
く
無
性
と
い
う
論
は
、
時
間
の
上
か
ら
の
み
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
発
心
修
行
の
縁
が
到
来
し
て
い
な
い

と
い
う
点
か
ら
の
み
無
性
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
は
飽
迄
無
縁
の
衆
生
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
無
因
だ
と
い
う
こ
と

は
絶
対
で
き
ぬ
と
主
張
す
る
。

下
種
の
研
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し
諺
浬
梁
経
が
訳
さ
れ
た
初
め
頃
は
、
一
剛
提
の
不
成
《

共
に
な
き
佛
性
あ
り
と
い
う
に
及
ん
で
、
俄
然
と
し
蚕

頭
徹
尾
一
関
提
の
不
成
佛
を
極
言
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

ま
た
同
じ
く
現
病
品
に

世
二
三
人
ア
リ
其
ノ
病
治
シ
難
シ
◎

ノ
極
重
ニ
シ
テ
悉
ク
声
聞
、
縁
覚
、

と
こ
ろ
が
如
来
性
品
第
四
に
至
る
と

衆
生
ノ
佛
性
モ
亦
復
是
ノ
如
シ
、
常
一
二
切
ノ
煩
悩
ノ
為
二
種
ハ
レ
テ
兄
ル
コ
ト
得
ベ
カ
ラ
ズ
。
是
ノ
故
一
一
我
レ
衆
生
無
我
卜
説
ク
。

若
シ
是
ノ
大
般
浬
梁
微
妙
ノ
経
典
ヲ
間
ク
コ
ト
ヲ
得
（
、
川
チ
佛
性
ヲ
見
ル
コ
ト
象
牙
ノ
花
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン

と
云
い
、
又
同
じ
く
後
の
方
の
二
十
七
師
子
肌
菩
薩
品
に

我
レ
常
二
宜
説
ス
。
一
切
衆
生
二
悉
ク
佛
性
ア
リ
、
乃
至
一
剛
提
等
ニ
モ
亦
佛
性
ア
リ
。
一
剛
提
等
ニ
ハ
善
法
ア
ル
コ
ト
ナ
キ
モ
、
佛

性
ハ
亦
善
ク
未
来
有
ナ
ル
ヲ
以
テ
ノ
故
二
、
一
間
提
等
モ
定
ン
デ
常
二
阿
蒋
多
羅
三
読
三
菩
提
ヲ
成
ズ
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
ガ
故
ナ
リ

と
全
く
反
対
の
説
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
じ
浬
梁
経
の
中
の
こ
の
相
異
す
る
両
説
に
対
す
る
信
奉
者
た
ち
の
帰
結
は
、
互

い
に
し
の
ぎ
を
け
ず
る
詳
論
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
関
提
ヲ
除
キ
テ
其
余
ノ
衆
生
、
コ
ノ
経
ヲ
間
キ
巳
リ
テ
悉
ク
皆
能
ク
菩
提
ノ
因
縁
ヲ
作
ス

下
種
の
研
究

四
、
天
台
大
師
と
種
子
論 一

ニ
ハ
大
乗
ヲ
諸
ル
。
ニ
ニ
ハ
五
逆
罪
ナ
リ
。
三
ニ
ハ
ー
剛
提
ナ
リ
。
是
ノ
如
キ
三
病
ハ
世
ノ
中

菩
薩
ノ
能
ク
治
ス
ル
所
二
非
ズ

一
剛
提
の
不
成
を
説
き
な
が
ら
、
後
に
は
、
佛
と
一
間
提
と
の
二
人
に
、
倶
に
あ
る
佛
性
あ
り
。

俄
然
と
し
て
教
界
の
大
問
題
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
浬
樂
経
如
来
性
品
の
初
め
で
、
徹
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即
ち
、
大
師
膨
徳
・
修
轌
つ
い
て
先
ず
論
じ
ら
れ
た
．
即
ち
性
徳
と
ば
、
吾
人
の
、
催
采
来
具
し
て
い
杲
有
の
聖
あ
る
と

し
、
こ
の
性
徳
の
理
と
ば
、
空
仮
中
三
諦
、
理
具
三
千
、
真
如
、
佛
性
、
中
道
、
如
来
蔵
等
と
名
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
次
に
修
徳
と
ば
、
低
迷
開
悟
の
修
行
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
智
と
行
と
の
別
を
分
け
。
科
と
は
心
性
本
具
の
卯
を
照
す
所
の
一
心
三

観
の
智
で
あ
り
、
行
と
は
事
の
善
業
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
世
間
も
し
く
は
出
世
間
の
稗
事
を
拷
こ
の
中
に
収
め
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
性
修
二
徳
の
別
円
二
教
に
わ
た
る
関
係
を
以
て
結
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
二
徳
を
別
な
る
も
の
と
分
け
て
説
く

の
が
別
教
の
所
談
で
あ
る
と
し
、
こ
の
二
徳
を
修
性
一
如
、
修
性
不
二
な
り
と
し
、
二
徳
は
本
来
剛
即
し
一
体
不
二
な
る
も
の
と
し
て
説

く
の
が
円
教
の
所
淡
な
り
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
二
徳
を
修
二
性
一
に
分
け
修
の
二
（
智
と
行
）
を
能
顕
と
し
、
性
の
一
（
理
）

を
所
顕
と
す
る
こ
と
を
別
教
の
所
淡
と
し
、
円
教
の
所
淡
と
し
て
ば
、
こ
の
能
顕
と
所
顕
の
二
徳
を
一
体
不
二
、
本
来
相
即
円
融
す
る
も

の
な
り
と
す
る
の
で
あ
る
。

説
を
以
て
論
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
師

ら
の
短
を
去
り
、
長
を
採
り
大
師
独
峰

当
時
の
教
界
を
風
脈
し
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
性
宗
は
真
如
を
以
て
諏
子
と
な
し
、
こ
れ
を
真
如
所
縁
縁
和
子
と
し
た
の
に
対
し
、
祁
宗
で
は
、
真
如
を
所
縁
と
す
る
無

漏
師
子
を
以
て
、
真
如
所
縁
縁
種
子
と
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
共
に
一
憂
一
短
あ
る
た
め
優
年
月
の
諭
浄
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
然
し
、

こ
の
両
者
の
対
立
も
六
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
天
台
大
師
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
念
三
千
論
に
ま
と
め
ら
れ
、
性
徳
・
修
徳
及
び
三
因
佛
性

説
を
以
て
論
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
天
台
大
師
が
特
に
唯
識
論
者
と
諭
淨
を
交
え
た
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
も
な
い
ま
ま
に
、
そ
れ

ら
の
短
を
去
り
、
長
を
採
り
大
師
独
特
の
佛
性
観
を
柤
述
し
た
の
で
あ
る
。
然
も
そ
の
三
因
佛
性
脱
は
、
こ
れ
に
批
議
を
加
え
る
者
な
く

下
種
の
研
究
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即
ち
別
教
に
於
て
は
、
性
徳
の
理
は
そ
の
体
、
霊
妙
で
極
め
て
超
越
的
の
も
の
で
、
九
界
の
諸
法
と
は
全
然
塗
父
渉
で
あ
る
か
ら
、
吾

人
の
日
常
生
活
と
は
少
し
も
関
係
を
も
た
ぬ
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
別
教
所
談
の
性
徳
は
、
再
人
に
転
迷
開
悟
の
修
徳
を
発
起
せ
し
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
修
徳
は
、
性
徳
の
外
に
あ
り
、
断
迷
開
悟
の
た
め
に
発
起
し
、
茄
修
す
る
も
の
で
あ
る
と
な
す
。
然
し
な
か

ら
円
教
に
於
て
は
、
吾
人
本
具
の
性
徳
の
理
に
本
来
三
千
の
事
用
を
具
し
て
い
て
、
こ
の
性
徳
の
三
千
が
外
に
現
わ
れ
た
も
の
が
、
吾
人

の
日
常
生
活
の
す
べ
て
で
あ
る
。
従
っ
て
吾
人
が
転
迷
開
悟
の
た
め
に
蕪
修
す
る
と
こ
ろ
の
修
徳
の
智
と
行
と
は
、
全
く
性
徳
の
理
か
ら

顕
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
性
徳
を
全
う
し
て
起
し
た
修
徳
で
あ
っ
て
、
修
徳
智
行
の
全
体
は
、
本
来
こ
れ
性
徳
の
即
で
あ
る
と
な
す

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
円
教
所
談
の
性
・
修
二
徳
の
関
係
は
、
燈
火
と
燈
光
の
関
係
の
如
く
、
燈
火
（
性
徳
）
は
常
に
燈
光
（
修
徳
）
を

放
ち
、
燈
光
（
修
徳
）
は
却
っ
て
燈
火
（
性
徳
）
の
体
を
見
せ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
天
台
大
師
は
、
修
性
の
関
係
を
円
教
の
立
場
か
ら
説
き
、
修
行
者
の
行
う
一
心
三
観
の
観
符
も
、
持
戒
修
善
の
万
行
も
、

す
べ
て
行
者
の
心
性
に
本
来
具
し
て
い
る
心
性
た
る
佛
性
の
顕
現
で
あ
る
と
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
佛
性
が
吾
人
自
ら
の

求
道
や
善
智
識
の
指
導
等
の
種
々
の
因
縁
に
よ
っ
て
顕
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
顕
現
こ
そ
性
具
三
千
の
顕
現
な
り
と
み
る
の
で
あ

る
。
故
に
円
教
の
行
者
が
修
行
す
る
所
の
行
法
は
、
一
と
し
て
本
理
に
即
し
、
真
如
法
性
の
理
に
通
徹
せ
ざ
る
も
の
な
し
と
い
う
の
で
あ

こ
の
道
理
を
敷
演
し
て
正
了
縁
の
三
因
佛
性
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
に
正
因
佛
性
と
は
、
佛
の
本
体
が
衆
生
に
具
し
て
い
る
の
を
正

因
と
云
い
、
こ
れ
が
成
佛
の
正
因
と
な
る
の
で
正
因
佛
性
と
い
う
。
二
に
了
因
佛
性
と
ば
、
了
ば
照
了
の
御
徳
で
あ
り
、
正
因
の
本
体
が

照
了
の
将
に
照
ら
さ
れ
て
成
佛
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
性
徳
は
正
因
の
佛
の
本
体
で
あ
る
と
云
っ
て
も
、
智
の
照
了
を
ま
た
ね
ば
佛
徳
か

光
砿
し
な
い
の
で
了
囚
佛
性
と
い
う
。
三
に
緑
因
佛
性
と
は
、
了
因
の
智
用
を
助
け
て
、
正
因
の
佛
性
を
光
顕
さ
せ
る
諸
縁
を
い
う
の
で

プ
（
》
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天
台
大
師
は
、
衆
生
成
佛
の
大
原
理
を
一
念
三
千
の
法
門
と
し
て
法
華
経
の
文
裏
よ
り
発
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
三
千
を
即
空
・

即
仮
・
即
中
の
三
諦
円
融
一
流
を
法
界
の
真
理
と
し
て
、
こ
の
法
界
の
真
理
が
一
切
万
法
に
遍
満
し
、
佛
法
界
の
如
来
に
も
、
九
法
界
の

あ
っ
て
、
万
善
万
徳
の
諸
行
で
あ
る
。
従
っ
て
性
徳
は
正
因
佛
性
、
修
徳
の
智
は
了
因
佛
性
、
修
徳
の
行
は
縁
囚
佛
性
に
よ
っ
て
起
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
三
因
は
そ
の
体
、
別
在
す
る
も
の
で
な
く
、
た
だ
一
法
の
徳
用
で
あ
る
。
即
ち
正
は
了
・
縁
を
具
し
、
了
は
正
・
縁
を

具
し
、
縁
は
正
・
了
を
具
し
て
三
極
相
融
相
具
し
、
一
即
三
、
三
即
一
の
関
係
を
も
っ
て
い
ろ
。
従
っ
て
修
徳
の
功
成
じ
て
性
具
の
三
佛

性
が
顕
発
す
れ
ば
、
三
徳
浬
梁
の
佛
果
も
互
具
互
融
、
不
縦
不
横
で
あ
る
と
み
る
。

天
台
大
師
は
、
こ
の
世
界
を
本
体
上
か
ら
論
究
（
理
具
三
千
論
）
し
て
も
、
こ
れ
を
現
象
上
か
ら
観
察
（
事
造
三
千
論
）
し
て
も
、
躯

党
す
る
と
こ
ろ
三
千
円
融
の
一
大
真
如
界
で
あ
っ
て
、
吾
人
は
無
始
よ
り
已
来
こ
の
大
真
如
界
に
生
活
し
つ
つ
あ
り
。
故
に
吾
人
か
日
常

の
行
往
坐
臥
の
う
ち
に
お
い
て
も
、
つ
ね
に
法
身
如
来
の
光
明
が
輝
き
常
楽
我
浄
の
天
楽
が
郷
き
わ
た
っ
て
い
る
娑
婆
即
寂
光
土
で
あ

る
。
然
る
に
こ
の
世
界
を
生
老
病
死
の
苦
と
み
た
り
、
食
腹
痴
の
悩
み
あ
り
と
な
す
の
は
、
実
は
随
縁
真
如
（
事
造
三
千
）
が
千
差
万

別
の
活
動
を
な
す
か
ら
で
あ
る
と
説
く
、
こ
れ
こ
そ
理
具
三
千
と
事
造
三
千
の
関
係
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
世
界
を
迷
儒
不
二
生
佛
一

如
の
三
千
円
融
の
教
理
と
し
て
受
け
て
立
ち
、
性
徳
を
全
う
し
て
起
っ
た
修
徳
の
行
た
る
一
心
三
観
の
観
智
を
以
て
、
遂
い
に
所
観
の
一

境
三
諦
の
理
に
一
致
冥
合
し
て
一
念
三
千
の
悟
り
を
開
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
事
造
三
千
の
現
象
界
に
対
し
本
有
修
徳
の
智
行
を
以

て
、
理
具
三
千
の
真
如
実
相
の
境
界
に
入
る
こ
と
を
理
想
と
し
、
そ
の
立
場
か
ら
一
切
衆
生
悉
く
佛
性
（
理
具
一
念
三
千
）
有
り
と
し
、

こ
の
吾
人
本
具
の
理
具
一
念
三
千
の
佛
性
を
、
成
佛
の
種
子
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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衆
生
に
も
同
じ
よ
う
に
具
足
し
て
い
る
と
指
摘
し
、

ノ
マ
、
・
ロ
ヲ
二
二
二
『
》
、
ニ

ク
ス
ヲ

ノ
タ

シ
テ

法
界
円
融
者
、
色
心
依
正
以
レ
即
し
性
故
。
趣
指
二
一
法
一
通
摂
二
一
切
一
、
諸
法
湿
摂
亦
復
如
し
是
、
法
法
互
遍
拷
無
二
際
畔
一
、
乃
以
二
無

界
一
而
為
二
其
界
「
此
之
法
界
無
し
不
二
円
融
一
、
即
百
界
千
如
百
如
千
界
也
。
是
故
押
し
云
二
唯
色
唯
心
唯
依
唯
正
一
。
薪
不
レ
鯛
者
、
即
非
二

一
〈
、
昼
，

こ
の
法
界
の
理
法
た
る
三
千
を
全
面
的
に
証
悟
し
、
果
徳
と
し
て
全
現
す
る
と
き
、
如
来
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
迷
え
る
我
等
凡
夫

が
、
こ
の
三
千
を
広
漠
無
辺
な
九
法
界
を
対
象
と
し
て
証
得
す
る
こ
と
や
、
高
遠
得
妙
な
佛
境
界
に
つ
い
て
証
得
す
る
こ
と
は
、
到
底
不

可
能
で
あ
る
こ
と
を
天
台
大
師
は
知
ら
れ
て
、
摩
訶
止
観
に
彼
の
有
名
な

し
ニ
ス

ヲ

ー
ー
『
ハ

ヲ

ナ
リ
ニ
ス

ヲ

夫
一
心
具
二
十
法
界
一
一
法
界
又
具
二
十
法
界
一
百
法
界
一
界
具
二
三
十
種
世
間
一
百
法
界
即
具
二
三
千
種
世
間
一
此
三
千
在
一
二
念
心
一
若

ミ
ナ
ン
モ
レ
パ

『
へ
コ
ノ

叩
ノ
二

心
一
叩
卜
。
一
一

リ
ニ

リ
ト
二

無
し
心
而
已
介
爾
有
し
心
即
具
二
三
千
一
亦
不
レ
言
二
一
心
在
し
前
一
切
法
在
亡
後
亦
不
レ
言
一
二
切
法
在
し
前
一
心
在
亡
後

と
述
べ
ら
れ
て
、
我
等
の
已
心
所
具
の
三
千
即
三
諦
の
妙
理
を
修
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
一
念

三
千
の
．
念
一
は
迷
え
る
我
等
凡
夫
の
一
刹
那
心
で
あ
り
、
刹
那
刹
那
に
転
変
推
移
す
る
心
で
あ
っ
て
、
こ
の
些
細
な
心
の
中
に
も
三

千
と
い
う
真
理
が
具
足
し
て
い
る
と
い
っ
て
、
我
等
は
こ
の
迷
い
の
一
刹
那
心
を
対
境
と
し
て
、
三
千
即
三
諦
の
妙
那
を
縦
じ
て
い
け

ば
、
開
悟
す
る
と
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
妙
楽
大
師
も

当
に
知
る
べ
し
、
身
（
十
界
の
正
法
）
土
（
十
界
の
依
法
）
ば
一
念
の
三
千
（
理
具
の
一
二
千
）
な
り
、
故
に
成
道
の
時
、
此
の
本
理
に

称
ふ
て
一
身
一
念
法
界
に
通
す

と
云
わ
れ
て
い
る
。

と
述
べ
ら
れ
た
。

円
融
一
。
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と
あ
り
。
ま
た
華
厳
経
第
七
に

の
経
文
が
示
す
通
り
で
あ
る
。
故
に
我
等
衆
生
も
木
来
、
久
遠
の
釈
鯨
に
よ
っ
て
燕
厳
さ
れ
た
佛
子
で
あ
り
、
法
界
の
一
草
一
木
一
座
一

法
と
雌
も
、
本
佛
の
顕
現
で
あ
り
佛
子
で
あ
る
。
且
つ
菩
薩
で
あ
っ
て
、
単
な
る
物
質
で
な
く
、
有
情
非
情
を
え
ら
ば
ず
万
法
悉
く
佛

子
、
菩
薩
で
あ
る
。
即
ち
能
荘
厳
の
木
佛
に
よ
っ
て
荘
厳
さ
れ
た
所
荘
厳
の
我
々
に
ば
、
即
ち
佛
に
成
る
因
た
る
卯
共
一
念
三
千
の
種
子

を
播
種
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
種
子
が
次
節
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
法
種
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
木
来
本
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
真
即
た
る
理
の
三
千
を
、
釈
尊
が
向
ら
の
佶
打
に
よ
っ
て
証
得
し
、
こ
れ
を
法

界
の
万
法
に
具
現
し
て
事
具
の
三
千
と
し
、
我
等
凡
夫
の
一
念
に
事
具
三
千
と
し
て
具
さ
し
め
ら
れ
た
。
而
し
て
こ
の
事
具
三
千
を
、
我

等
の
本
具
の
三
千
で
あ
る
と
知
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
天
台
大
師
が
示
さ
れ
た
所
の
即
具
三
千
は
、
た
ん
な
る
真
即
で
は
な

く
既
に
無
並
無
数
劫
の
久
遠
佛
が
、
証
押
し
給
う
た
所
の
即
具
三
千
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
提
婆
達
多
品
の

我
レ
釈
迦
如
来
ヲ
兄
タ
テ
マ
ッ
レ
バ
、
無
壯
劫
二
於
テ
、
難
行
苦
行
シ
功
ヲ
菰
ミ
徳
ヲ
累
ネ
テ
稗
捉
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
、
未
ダ
曾
テ
止
息

シ
タ
マ
ハ
ズ
。
三
千
大
千
世
界
ヲ
観
ル
’
一
乃
至
芥
子
ノ
如
キ
計
リ
モ
、
是
し
稗
薩
ニ
シ
テ
身
命
ヲ
拾
テ
タ
マ
フ
処
一
一
非
ル
コ
ト
有
ル
コ

法
種
な
る
語
は
法
華
経
の
結
経
た
る
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
に

〈
ノ
ナ
リ

ノ
ナ
リ

司
勤
、
シ
ノ
ノ
ヲ
ナ
リ
ゾ
ヲ
〈
松
ア
ノ
、

此
大
乗
経
典
諸
佛
宝
蔵
。
十
万
三
世
諸
佛
眼
目
。
出
二
生
三
世
諸
如
来
一
種
。
持
一
一
此
経
一
者
即
持
二
佛
身
一
即
行
ニ

レ
ノ
ナ
リ

ノ
レ
上
〆
ハ

ナ
リ
シ
テ
ヲ

ヲ

即
是
諸
佛
所
使
。
諸
佛
世
尊
衣
之
所
し
種
。
諸
佛
如
来
真
実
法
子
。
汝
行
一
一
大
乘
一
不
し
断
一
一
法
種
一

ト
ナ
シ
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’’1

と
あ
り
。
ま
た
日
降
聖
人
の
木
門
弘
経
抄
に
は
法
諏
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
ら
れ
て
、

止
観
の
一
部
は
専
ら
法
種
を
以
て
蔵
子
下
種
と
為
す
な
り
。
謂
く
法
種
ば
実
相
な
り
。
一
二
諦
な
り
。
中
道
法
身
な
り
。
諸
部
の
円
妙
な

り
。
猫
ほ
止
観
の
意
は
別
教
の
証
道
、
通
教
含
中
を
以
て
円
即
に
同
じ
て
下
種
と
成
す
と
云
ふ
是
れ
な
り
。
価
て
此
の
法
種
分
を
ば
初

め
華
厳
の
円
方
等
般
若
よ
り
修
し
て
今
経
迩
門
に
至
る
ま
で
之
を
明
か
す
。
開
未
開
の
諸
部
の
円
理
実
相
を
悉
く
法
種
と
名
づ
く
る
な

り
。
迩
門
十
妙
の
初
め
の
境
妙
智
妙
等
大
通
下
諏
も
法
種
な
り
。
法
種
と
云
ふ
ば
佛
母
実
相
の
悲
母
の
辺
を
以
て
正
意
と
為
す
。
諏
子

下
棟
を
論
ず
る
故
に
実
を
以
て
之
を
思
ふ
に
真
実
の
下
種
に
は
非
ざ
る
な
り
。
故
に
爾
前
迩
門
に
明
か
す
体
用
本
迩
の
体
の
法
身
に
於

て
之
を
論
ず
。
此
の
法
種
ば
熟
脱
の
上
に
於
て
之
を
論
ず
ろ
な
り
。

諸
天
台
宗
閑
前
述
門
に
通
じ
て
下
種
有
り
、
得
道
有
り
と
云
ふ
は
、
此
の
法
種
の
辺
を
下
種
と
意
得
て
日
蓮
宗
を
証
ふ
る
な
り
。
此
の

法
祁
を
ぱ
三
種
の
教
相
の
中
の
初
重
二
重
に
之
を
明
か
し
、
第
三
重
に
は
真
実
の
佛
種
を
明
か
す
な
り
。
（
日
降
聖
人
全
集
第
一
巻
）

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
法
諏
と
は
、
諸
法
実
相
の
理
で
あ
り
、
三
諦
円
融
の
理
で
あ
り
、
中
道
法
身
で
あ
る
。
従
っ
て
天
台
大
師
が

説
か
れ
た
所
の
即
具
一
念
三
千
の
刑
体
を
ぱ
法
諏
と
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
妙
楽
大
師
が
「
当
に
知
る
べ
し
、
身
士
は
一
念
三
千
な

り
、
故
に
成
道
の
時
此
の
木
孤
に
称
、
竺
二
身
一
念
法
界
に
通
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
、
た
ん
な
る
真
如
の
理
で
な
く
、
境
智
冥
合

の
佛
果
を
法
種
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
天
台
大
師
が
文
句
三
に

肌
は
是
れ
真
如
な
り
。
真
如
は
木
よ
り
浄
し
有
佛
無
佛
に
よ
っ
て
常
に
変
易
せ
ず

と
説
か
れ
た
所
の
佛
の
有
無
に
関
係
せ
ず
あ
る
常
住
の
商
琿
ぱ
、
法
諏
と
な
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
弘
経
抄
の
文
の
「
開
未
開
の
諸
部
の

川
蝿
実
相
キ
塞
ぐ
法
種
と
名
＊
つ
く
る
な
り
。
迩
門
十
妙
の
初
め
の
聴
妙
智
妙
等
大
通
下
諏
も
法
師
な
り
」
と
あ
る
成
佛
の
諏
子
を
法
種
と

発
祥
提
心
：
：
：
佛
種
…
法
種
．
：
…
僧
種
：

下
種
の
研
究
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即
ち
法
種
な
ろ
も
の
ば
、
成
佛
の
直
接
原
因
と
な
る
諏
子
で
は
な
い
が
、
釈
尊
の
成
道
と
同
時
に
一
切
衆
生
本
有
の
理
具
一
念
三
千
と

ノ
ノ
ナ
Ⅱ
〆

し
て
開
顕
さ
れ
た
佛
性
な
の
で
あ
る
。
観
普
蟹
菩
薩
行
法
経
の
「
諸
佛
世
尊
衣
之
所
覆
。
諸
佛
如
来
真
実
法
子
。
」
と
あ
る
と
お
り
で
あ

り
、
提
婆
達
多
品
の
「
芥
子
ノ
如
キ
計
リ
モ
是
レ
櫻
薩
ニ
シ
テ
身
命
ヲ
拾
テ
タ
マ
フ
処
二
非
ル
コ
ト
有
ル
コ
ト
ナ
シ
」
で
あ
る
。

者
の
諭
謙
の
場
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
の
性
宗
と
廊
宗
が
諭
浄
し
た
佛
性
論
は
、
性
宗
の
い
う
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
の
故
に
一
切
衆
生
の
成
佛
を
説
く
の
に
対
し
、
種
宗
が

五
性
各
別
を
立
て
一
間
提
の
如
き
因
果
の
道
即
を
撲
無
せ
る
断
諄
根
の
衆
生
は
、
発
心
修
行
の
信
な
き
も
の
と
し
て
畢
寛
無
性
の
故
に
成

佛
せ
ず
と
主
脹
し
た
の
で
あ
る
が
、
有
佛
無
佛
の
真
如
の
論
争
よ
り
早
く
抜
け
出
て
、
こ
の
法
諏
が
一
剛
提
に
に
有
る
か
無
き
か
の
論
争

に
な
り
、
こ
の
法
諏
は
久
修
劫
証
得
の
佛
陀
か
ら
本
有
と
し
て
受
け
た
が
、
一
剛
捉
の
輩
は
そ
の
善
根
す
ら
断
尽
し
た
為
、
無
因
の
故
に

成
佛
せ
ず
と
祁
宗
は
結
揃
し
て
渡
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
し
こ
れ
ら
両
者
の
対
立
も
弘
経
抄
の
文
の
「
此
の
法
種
の
辺
を
下
種
と
意
得
‐
’
て
、
そ
の
誤
謬
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
に
種
宗
の
諭
旨

が
あ
り
、
「
開
未
開
の
治
部
の
円
理
実
相
を
悉
く
法
種
と
名
ず
く
る
」
と
こ
ろ
の
も
の
と
錯
角
し
た
と
こ
ろ
に
性
宗
の
主
張
が
あ
り
、
結

刑
、
日
朧
聖
人
が
一
法
極
と
云
ふ
ば
、
佛
母
実
相
の
悲
母
の
辺
を
以
て
正
意
と
な
す
。
諏
子
下
諏
を
論
ず
ろ
故
に
、
実
を
以
て
思
う
に
、

丈
実
の
下
砿
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
の
仰
せ
ど
お
り
、
下
種
の
諏
子
に
な
ら
な
い
法
種
を
成
佛
の
親
因
の
如
く
論
じ
合
う
所
に
、
彼
の
両

称
す
る
の
で
あ
る
。

下
種
の
研
究

六
、
権
実
と
本
迩
の
種
子

１
、
権
実
三
教
の
法
種
と
佛
種
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下
種
の
研
究

爾
前
権
教
の
種
子
を
法
種
、
法
華
実
教
の
諏
子
を
佛
種
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
本
迩
の
種
子
を
論
ず
ろ
段
に
な
れ
ば
迩
門
の
種
子

は
法
種
と
な
り
、
本
門
の
種
子
は
佛
種
と
称
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
ず
権
実
二
教
の
種
子
に
つ
い
て
論
ず
。
大
聖
人
の
観
心
本
尊
抄
に

夫
れ
以
れ
ぱ
釈
迦
如
来
の
一
代
の
顕
密
大
小
の
二
教
：
…
・
大
日
金
剛
頂
等
の
千
二
百
尊
も
但
だ
其
の
近
因
近
果
を
波
説
し
て
、
其
の
遠

の
因
果
を
顕
さ
ず
：
．
：
．
華
厳
経
大
日
経
等
は
、
一
往
之
を
見
る
は
別
円
四
蔵
等
に
似
た
れ
ど
も
、
再
往
之
を
勘
ふ
れ
ば
蔵
通
二
教
に
同

じ
て
未
だ
別
円
に
も
及
ば
ず
。
本
有
の
三
因
之
な
し
、
何
を
以
て
か
佛
の
種
子
を
定
め
ん

と
あ
り
。
即
ち
十
方
よ
り
来
集
せ
る
千
佛
、
大
日
経
金
剛
頂
経
等
に
説
か
れ
た
ろ
千
二
百
余
尊
、
こ
れ
等
諸
経
の
諸
佛
は
皆
化
身
若
し
く

は
影
現
佛
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
の
影
現
佛
の
本
体
で
あ
り
能
説
の
教
主
た
る
釈
尊
は
、
印
度
伽
耶
近
成
の
権
佛
で
あ
る
か
ら
、
権
佛
の
資

格
で
近
成
始
覚
の
因
果
の
み
を
演
説
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
門
に
到
っ
て
始
め
て
開
顕
さ
れ
る
近
遠
の
因
果
は
未
だ
顕
説
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
等
の
爾
前
権
教
に
は
久
遠
の
因
果
を
説
か
な
い
か
ら
本
有
の
性
了
縁
の
三
因
佛
性
が
本
有
と
し
て
衆
生
に
具
し

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
従
っ
て
萌
前
権
教
に
よ
っ
て
、
成
佛
の
種
子
を
定
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
元
来
佛
種
は
久
遠
本
有
で
あ
っ

て
が
声
仇
諏
な
き
所
に
佛
種
は
無
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
の
所
を
日
蓮
大
聖
人
が
本
尊
抄
に
御
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
八
宗
違

目
妙
に
も

と
申
さ
れ
て
お
り
、
本
尊
抄
に
「
本
有
の
二
一
因
之
な
し
」
と
云
わ
れ
た
の
は
、
爾
前
権
教
の
蔵
通
は
灰
身
滅
智
の
佛
果
を
標
揺
す
る
故

に
、
奪
っ
て
三
因
之
な
し
と
仰
せ
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

経
に
は
本
よ
り
三
因
佛
性
あ
り

小
乗
経
に
は
佛
性
の
有
無
を
諭
せ
ず
。
華
厳
方
等
般
若
大
日
経
等
に
は
、
衆
生
本
よ
り
正
因
佛
性
の
み
あ
り
て
了
因
縁
因
無
し
。
法
華

元
来
正
因
佛
性
と
は
、
聖
人
の
私
新
抄
に
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種
で
あ
る
。

ま
た
聖
人
の
本
門
弘
経
抄
に
は

開
未
開
の
諸
佛
の
諸
部
の
円
理
実
相
を
悉
く
法
種
と
名
く

と
申
さ
れ
て
い
る
。
か
く
の
如
く
爾
前
権
教
の
種
子
は
十
界
不
具
足
の
法
種
で
あ
り
、
未
開
の
諸
部
の
円
理
実
相
の
法
理
で
あ
り
、
本
有

の
三
因
佛
性
こ
れ
無
し
と
ま
で
指
摘
さ
れ
た
正
因
佛
性
が
あ
っ
て
、
性
徳
の
法
種
と
錐
も
伽
耶
始
成
権
佛
の
説
き
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
法

と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
大
聖
人
の
一
代
聖
教
大
意
に
於
て

蔵
通
二
教
に
は
佛
性
な
し
。
但
だ
菩
薩
の
発
心
を
佛
性
と
云
ふ
。
別
円
二
教
に
は
佛
性
を
論
ず
。
但
し
別
教
の
意
竺
一
乗
の
佛
性
を
論

ぜ
ず
。
爾
前
の
円
教
は
別
教
に
附
し
て
二
乗
の
佛
性
の
沙
汰
な
し
、
此
等
は
皆
旋
法
な
り
。
今
の
妙
法
と
は
此
等
の
十
界
を
互
具
す
と

説
く
時
妙
法
と
申
す
。
：
：
：
法
華
経
と
は
別
の
事
な
し
、
十
界
の
因
果
は
爾
前
の
経
に
明
す
。
今
は
十
界
の
因
果
互
具
を
を
き
た
て
た

正
因
佛
性
と
は
十
界
依
正
万
法
の
理
性
に
法
界
周
辺
の
功
徳
を
具
す
る
是
な
り
。
此
の
性
は
三
世
に
周
辺
し
て
常
住
不
退
な
り
。

と
指
南
さ
れ
て
お
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
が
、
他
の
了
因
佛
性
、
緑
因
佛
性
は
修
徳
の
佛
種
で
あ
っ
て
、
正
因
佛
性
が
性
徳
で
あ
る
の
と
は

趣
き
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
聖
人
の
私
新
抄
に

道
仰
せ
に
云
く
、
佛
種
に
於
て
修
徳
性
徳
の
不
同
之
れ
あ
り
、
修
徳
の
佛
種
と
は
或
従
知
識
、
或
従
経
巻
し
て
聞
法
結
縁
す
る
。
是
れ

を
修
徳
の
佛
種
と
名
く
…
…
性
徳
の
種
と
は
三
因
五
佛
性
是
れ
な
り
、
又
性
徳
の
中
に
於
て
修
性
を
分
つ
時
は
、
正
因
佛
性
は
性
徳
、

然
る
に
実
教
た
る
法
華
経
の
佛
種
は
、
一
大
聖
教
大
意
に
も
あ
る
如
く
「
法
華
経
と
は
別
の
事
な
し
、
十
界
の
因
果
は
爾
前
の
経
に
明

ろ
な
り
。

縁
了
佛
性
は
修
徳
な
り
。

下
種
の
研
究
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す
。

抄
に於

て
決
定
し
て
堕
在
す
。
何
ぞ
出
づ
ろ
期
を
得
ん
や

ま
た
開
目
抄
に
萌
前
権
教
と
後
八
年
の
法
華
経
の
実
教
と
を
相
待
し
て

蓑
に
予
愚
見
を
以
て
爾
前
四
十
余
年
と
後
八
年
の
相
違
を
勘
へ
見
る
に
、
其
の
相
違
多
し
と
雌
も
、
先
づ
世
間
の
学
者
（
天
台
の
学

者
）
も
許
し
我
も
さ
も
や
と
打
ち
お
ぽ
う
る
こ
と
は
二
乗
作
佛
久
遠
実
成
（
法
身
実
在
の
久
遠
実
成
の
こ
と
で
天
台
学
者
の
久
遠
で
あ

と
も
申
さ
れ
本
尊
抄
に

詮
ず
る
所
は
一
念
三
千
の
佛
種
に
非
ら
ざ
れ
ぱ
有
情
の
成
佛
、
木
画
二
像
の
本
尊
（
非
情
の
成
佛
）
は
有
名
無
実
な
り

ま
た
開
目
抄
に
法
華
実
教
の
示
す
所
の
迩
門
理
具
三
千
の
佛
種
を
明
ら
か
に
さ
れ
て

但
だ
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
佛
に
な
る
べ
き
道
と
見
ゆ
れ

と
も
述
べ
ら
れ
て
、
爾
前
権
教
の
不
具
足
十
界
、
未
開
の
円
理
た
る
法
種
に
対
し
、
開
権
顕
実
の
法
華
経
は
十
界
互
具
、
三
千
円
融
、
十

界
の
佛
種
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
日
隆
聖
人
が
、

佛
種
と
は
、
人
法
の
中
に
は
人
に
約
す

ど
も
仰
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
権
実
相
待
に

時
の
種
子
を
一
応
佛
種
と
称
さ
れ
た
の
で

日
蓮
云
く
、
此
の
経
は
是
れ
十
界
の
佛
種
に
通
ず
、
若
し
此
経
を
諸
ぜ
ば
義
是
れ
十
界
の
佛
種
を
断
ず
ろ
に
当
る
。
是
の
人
は
無
間
に

ろ者
曾…

今
は
十
界
の
因
果
互
具
を
を
き
た
て
た
る
な
り
」
ま
た
八
宗
違
目
紗
に
も
「
法
華
経
に
は
本
よ
り
三
因
佛
性
あ
り
」
と
も
、
当
躰
義

な
る
べ
し

下
，
種
の
研
究

抑
た
よ
う
に
、
権
実
相
待
に
於
け
る
種
子
の
関
係
は
、
法
に
約
し
、
た
爾
前
の
煎
子
を
法
種
と
称
し
、
人
に
約
し
た
大
通
種
誹

一
応
佛
種
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
左
に
こ
の
両
者
の
種
子
を
相
待
し
図
示
す
れ
ば
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ま
た
開
目
抄
に

迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
二
乗
作
佛
を
説
て
、
爾
前
二
種
の
失
一
つ
脱
れ
た
り
、
し
か
り
と
雌
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ
れ
ば
ま
こ
と

の
一
念
三
千
も
あ
ら
ば
れ
ず
。
二
乗
作
佛
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月
を
見
る
が
如
し
根
な
し
草
の
波
の
上
に
浮
べ
る
に
似
た
り
。
本
門

に
い
た
り
て
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
雨
前
述
門
の
十
界
の
因
果

を
打
ち
破
っ
て
、
本
門
の
十
界
の
因
果
を
説
き
顕
す
。
此
れ
即
ち
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。

と
申
さ
れ
て
本
迩
二
門
の
勝
劣
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
十
章
抄
に

一
念
三
千
と
申
す
事
は
迩
門
に
す
ら
な
ほ
許
さ
れ
ず
何
に
況
や
爾
前
に
分
た
へ
る
事
な
り
。
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
の
十
如
実
相

以
上
の
如
く
実
教
た
る
法
華
に
限
っ
て
一
応
佛
の
種
子
が
明
ら
か
に
さ
れ
成
佛
へ
の
道
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
法
華
経

に
至
る
と
迩
本
二
教
の
法
種
と
佛
種
と
の
区
別
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
本
尊
抄
に

迩
門
爾
前
之
意
を
以
て
之
を
論
ず
れ
ば
教
主
釈
尊
は
始
成
正
覚
の
佛
也
。
本
門
を
以
て
之
を
疑
は
ぱ
教
主
釈
尊
は
五
百
塵
点
已
前
の
佛

也
ｌ
雨
前
諸
教
（
権
教
Ｔ
法
種
Ｉ
ｌ
ｌ
伽
耶
始
成
の
権
佛
ｌ
性
徳
の
佛
性
’
’
’
約
法

ｌ
諸
部
未
開
の
円
理
‐
’
十
界
不
具
の
法
理
１

１
通
門
法
華
（
実
教
）
ｌ
佛
種
’
’
１
大
通
近
成
の
迩
佛
ｌ
修
徳
の
佛
性
１
１

１
諸
部
開
権
の
円
理
’
十
具
互
具
の
実
相
’
一
’
約
人

下
種
の
研
究

２
、
迩
本
二
教
の
法
種
と
佛
種
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と
申
さ
れ
て
、
迩
門
の
理
具
三
千

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
尊
抄
に
も

一
品
二
半
よ
り
の
外
は
小
乗
教
、
邪
教
、
未
得
道
教
、
覆
相
教
と
名
く
、
其
の
機
を
論
ず
れ
ば
徳
薄
垢
重
幼
稚
貧
窮
孤
露
に
し
て
禽
獣

に
同
じ
き
な
り
。
雨
前
述
門
の
円
教
す
ら
尚
ほ
佛
因
に
非
ず
。

と
も
申
さ
れ
て
、
迩
門
の
佛
種
を
ぱ
始
成
正
覚
、
近
因
無
常
の
佛
種
で
あ
っ
て
、
本
門
の
佛
種
の
立
場
よ
り
有
名
無
実
の
佛
因
な
り
と
廃

迩
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
隆
聖
人
は
此
の
意
を
受
け
て

本
門
に
は
「
本
門
正
意
顕
寿
長
遠
」
と
云
ふ
故
に
本
の
十
妙
の
初
に
本
因
本
果
を
置
て
廃
迩
顕
本
し
て
三
千
を
成
ず

本
門
十
妙
の
初
に
本
因
本
果
を
置
く
、
本
因
本
果
は
本
地
久
成
の
報
佛
な
り
。
此
の
報
佛
を
以
て
唯
我
一
人
の
三
世
益
物
の
主
師
父
と

す
る
な
り
…
…
此
の
本
因
本
果
の
父
大
王
の
本
智
を
以
て
大
通
下
種
の
時
の
境
妙
妃
の
法
種
（
実
相
円
理
）
に
冥
し
て
、
境
智
冥
合
し

て
大
王
（
本
地
報
身
）
の
佛
種
を
二
乗
に
下
し
て
、
父
母
子
和
合
し
て
九
界
の
王
子
と
本
佛
界
の
父
大
王
と
父
子
天
性
を
結
び
、
十
界

互
具
し
て
真
の
三
千
妙
法
蓮
華
経
（
別
体
事
具
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
）
も
顕
ば
れ
、
十
界
久
遠
も
顕
は
る
る
な
り
。
…
…
此
の
意
を
観

心
抄
に
釈
し
て
云
く
、
一
品
二
半
よ
り
外
○
爾
前
迩
門
の
円
教
尚
ほ
佛
因
に
非
ず
と
云
一
八
故
に
本
門
の
十
妙
の
初
め
に
本
因
本
果
を
置

い
て
廃
迩
顕
本
し
て
三
千
を
成
ず
ろ
。
故
に
此
の
本
因
本
果
の
三
千
を
以
て
種
子
下
種
、
佛
種
と
な
す
な
り
。
開
目
抄
に
云
く
、
爾
前

迩
門
の
十
界
の
因
果
を
打
ち
破
っ
て
、
本
門
の
十
界
の
因
果
を
説
き
顕
は
す
。
是
れ
即
ち
本
因
本
果
の
法
門
な
り
云
云
（
日
隆
聖
人
全
集

な
れ
ど
も
義
分
は
本
門
に
限
る
。
爾
前
は
迩
門
の
依
義
判
文
、
迩
門
ば
本
門
の
依
義
判
文
な
り
。
但
だ
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限

ラ
つ
く
‐
し

第
一
巻
）

下
種
の
研
究

迩
門
の
理
具
三
千
の
種
子
は
本
門
の
た
め
に
廃
迩
さ
れ
、
そ
の
上
に
一
品
二
半
脱
果
の
事
具
三
千
本
門
の
佛
種
を
あ
ら
わ
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等
の
文
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
迩
中
諸
経
爾
前
述
門
熟
脱
の
佛
性
た
る
理
佛
性
は
法
種
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
法
種
と
称
せ

ら
れ
る
種
子
は
、
迩
門
十
如
実
相
三
諦
円
融
の
円
理
実
相
の
理
具
三
千
の
境
妙
と
、
大
通
近
成
の
迩
佛
の
境
智
冥
合
し
て
成
じ
た
佛
種
で

あ
る
。
然
し
智
が
無
常
の
迩
佛
な
る
故
、
境
妙
の
円
融
実
相
の
辺
を
と
っ
て
法
種
と
な
す
で
の
あ
る
。
佛
種
と
称
せ
ら
れ
る
種
子
は
、
本

門
六
句
実
相
の
境
妙
と
久
遠
成
道
常
住
の
本
佛
と
が
境
智
冥
合
し
た
一
品
一
幸
脱
果
の
事
具
一
念
三
千
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

従
っ
て
迩
本
二
教
の
相
待
の
上
か
ら
迩
門
の
種
子
を
約
人
の
立
場
か
ら
大
通
覆
講
の
近
成
、
近
因
と
し
て
廃
迩
さ
れ
、
本
門
の
種
子
を

脱
果
の
事
具
三
千
の
佛
種
と
し
て
開
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
権
実
相
待
に
於
て
一
応
佛
種
と
称
せ
ら
れ
た
実
教
の
佛
種
も
本
尊
抄
で
「
尚
ほ
佛
因
に
非
ず
」
と
廃
さ
れ
て
廃
迩
顕
本
さ
れ
、
改

め
て
迩
門
の
佛
種
は
法
種
と
称
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
本
門
弘
経
抄
の

止
観
一
部
は
専
ら
法
種
を
以
て
種
子
下
種
と
為
す
な
り
。
謂
く
法
種
は
実
相
な
り
三
諦
な
り
中
道
法
身
な
り
諸
部
の
円
妙
な
り
：
：
：
此

の
法
種
の
分
を
ぱ
初
め
華
厳
の
円
、
方
等
般
若
よ
り
修
し
て
今
経
迩
門
に
至
る
ま
で
之
を
明
す
。

法
種
と
は
専
ら
雨
前
述
門
に
明
す
。
法
と
は
実
相
法
身
な
り
。
佛
実
相
と
云
っ
て
実
相
法
身
を
以
て
○
所
縁
の
境
に
密
ふ
。

所
詮
法
種
と
云
は
、
法
は
実
相
な
り
。
実
相
を
ぱ
「
迩
門
正
意
在
顕
実
相
」
と
云
ふ
間
、
通
の
十
妙
の
初
に
境
妙
を
置
く
な
り

迩
門
十
妙
の
境
妙
智
妙
等
大
通
下
種
も
法
種
な
り
。
法
種
と
云
ふ
は
佛
母
実
相
の
悲
母
の
辺
を
以
て
正
意
と
為
す
。
種
子
下
種
を
論
ず

る
故
に
実
を
以
て
之
を
思
ふ
に
、
真
実
の
下
種
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
爾
前
迩
門
に
明
す
躰
用
本
迩
の
体
に
於
て
之
を
論
ず
ろ
。
：
…
．

此
の
法
種
は
熟
脱
の
上
に
於
て
之
を
論
ず
ろ
な
り
此
の
法
種
を
ぱ
三
種
教
相
の
中
の
初
重
二
重
に
之
を
明
し
、
第
三
重
に
は
真
実
の
佛

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

種
を
明
す
な
り
。
（
日
隆
聖
人
全
集
第
一
巻
）

下
種
の
研
究
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種
の
研
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従
っ
て
迩
本
二
教
の
法
佛
二
種
の
関
係
は
、
理
事
の
一
念
三
千
の
関
係
で
も
あ
る
。
即
ち
迩
門
の
種
子
た
る
法
種
に
依
る
成
佛
は
、
大

通
王
子
覆
講
の
時
に
使
わ
れ
た
種
子
で
雨
前
述
門
果
頭
近
成
の
迩
佛
で
あ
る
た
め
、
妃
母
た
る
円
理
実
相
の
辺
に
し
た
が
っ
た
成
佛
で
あ

っ
て
、
本
尊
抄
の
「
王
女
た
り
と
も
畜
種
を
懐
妊
す
れ
ば
、
其
子
尚
胴
陀
羅
に
劣
れ
る
が
如
し
」
と
申
さ
れ
た
結
果
に
終
り
、
迩
門
の
種

子
ば
名
は
種
子
で
あ
る
が
、
下
種
の
法
体
と
な
ら
な
い
無
常
の
円
理
、
理
具
一
念
三
千
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
人
法
に
約
し
て
い
う
な
ら

ぱ
、
人
法
の
う
ち
法
に
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
本
門
の
種
子
た
る
佛
種
に
依
る
成
佛
は
、
久
遠
成
道
の
報
身
佛
（
脱
益
正
意
佛
）
た
る
人
に
約
さ
れ
た
種
子
で
あ
る
か
ら
、
妃
母

た
る
円
理
実
相
の
境
妙
と
境
智
冥
合
し
、
一
品
二
半
脱
益
を
得
る
佛
種
と
な
り
、
「
草
木
に
も
成
り
給
え
る
寿
量
の
釈
尊
」
た
る
事
具
一

念
三
千
の
常
住
の
法
体
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
両
者
の
関
係
を
図
に
表
わ
す
と

迩
中
Ｉ

以
上
論
じ
た
種
子
ば
、
権
実
及
び
迩
中
の
迩
本
相
対
の
上
に
於
け
る
法
種
佛
種
の
関
係
で
あ
っ
た
が
、
其
後
に
迩
中
法
華
と
本
地
法
華

本迩
門門

佛法
種種

｜’’’
六久十大
句遠如通
実実実近
相成相成
のののの

思森愚誌
の／へのへ

理脱理始
｜益｜成
一正方廃
品意便迩
二佛品佛

¥TIT
約約
人法

七
、
迩
中
と
本
地
の
種
子

１
、
迩
中
法
華
と
本
地
法
華

１
１
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こ
の
様
に
本
門
法
華
経
は
久
遠
の
本
地
佛
が
説
い
た
本
地
の
法
華
経
で
あ
っ
て
、
三
種
教
相
の
法
華
経
の
う
ち
の
第
三
重
の
法
華
経
で

あ
り
、
五
味
主
と
判
ず
る
所
の
本
地
の
法
華
経
で
あ
る
。
そ
の
反
対
に
諸
経
は
、
五
味
と
判
ず
る
迩
門
法
華
経
で
あ
っ
て
、
初
重
、
二
重

と
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
御
言
は
単
に
法
華
経
の
迩
本
二
門
を
相
待
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
即
ち
迩
門
と
は
垂
迩
佛
が
説
い
た
三
世
十
方
の
微
塵
の
教

経
を
通
じ
て
迩
門
と
な
す
の
で
あ
る
。
故
に
迩
門
と
は
垂
迩
門
の
意
味
で
あ
り
垂
迩
教
の
事
で
あ
る
。
そ
の
反
対
に
本
地
佛
が
説
い
た
教

経
を
本
門
と
な
す
の
で
あ
る
。
故
に
本
門
と
は
本
地
門
の
意
味
で
あ
り
本
門
教
の
事
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
出
現
の
釈
尊
所
説
の
一
代
五

十
余
年
の
教
経
は
、
本
地
佛
か
ら
垂
通
し
た
垂
迩
佛
の
垂
迩
教
で
あ
る
か
ら
、
垂
迩
の
化
縁
が
尽
き
れ
ば
垂
迩
佛
が
説
い
た
教
経
も
滅
尽

し
て
し
ま
う
こ
と
は
明
白
な
道
理
で
あ
る
。
此
の
故
に
本
尊
抄
に

夫
れ
始
め
寂
滅
道
場
華
蔵
世
界
よ
り
沙
羅
林
に
終
る
ま
で
、
五
十
余
年
の
間
、
華
蔵
蜜
厳
三
変
四
見
等
の
三
土
四
土
は
皆
成
劫
の
上
の

無
上
の
土
に
変
化
す
る
所
の
方
便
実
報
寂
光
安
養
浄
瑠
璃
蜜
厳
等
諸
佛
随
て
滅
尽
す
。
土
も
又
以
て
是
の
如
し
。

抄
の
御
教
示
を
拝
ぐ
と

の
二
種
子
を
佛
種
と
乘
種
に
区
別
し
、
真
の
末
法
の
為
の
種
子
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
先
ず
迩
中
、
本
地
に
つ
い
て
日
蓮
大
聖
人
の
治
病

法
華
経
に
又
二
経
あ
り
、
所
謂
迩
門
と
本
門
と
な
り
、
本
迩
の
相
違
は
水
火
天
地
の
遠
目
な
り
、
例
せ
ば
爾
前
と
法
華
経
と
の
違
目
よ

り
も
猶
ほ
相
違
あ
り
。
爾
前
と
迩
門
と
は
相
違
あ
り
と
雌
も
相
似
の
辺
は
あ
り
ぬ
く
し
。
所
説
に
八
教
あ
り
、
爾
前
の
円
と
迩
門
の
円

は
相
似
せ
り
。
爾
前
の
佛
と
迩
門
の
佛
は
劣
応
勝
応
報
身
異
な
れ
ど
も
始
成
の
辺
は
同
じ
き
ぞ
か
し
。
今
は
本
門
と
迩
門
と
は
教
主
已

に
久
始
の
か
わ
り
め
百
歳
の
幼
子
の
如
し
、
弟
子
又
水
火
な
り
。
土
の
先
後
い
う
ば
か
り
な
し
。
な
を
本
迩
を
混
合
す
れ
ば
水
火
を
弁

へ
ざ
る
者
な
り
。

下
種
の
研
究
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’

異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

諸
経
を
五
味
と
判
ず
ろ
迩
門
法
華
経
は
初
重
二
重
の
法
華
経
で
あ
っ
て
、
諸
法
実
相
を
以
て
経
体
と
す
る
法
華
経
で
あ
る
。
法
華
経
を

五
味
主
と
判
ず
ろ
本
門
法
華
経
は
第
三
の
法
華
経
で
あ
っ
て
、
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
経
体
と
す
る
法
華
経
で
あ
る
。
此
の
故
に
「
本
迩
の

相
違
は
水
火
天
地
の
遠
目
な
り
」
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に

今
迩
門
と
本
門
と
は
教
主
巳
に
久
始
の
か
わ
り
目
、
百
歳
の
翁
と
一
歳
の
幼
子
の
如
し
又
弟
子
水
火
な
り
。
土
の
先
後
い
う
ば
か
り
な

し
。
な
を
本
迩
を
混
合
す
れ
ば
水
火
を
弁
へ
ざ
る
者
な
り

と
、
迩
門
法
華
経
の
教
主
は
始
成
正
覚
の
佛
で
あ
り
、
迩
佛
で
あ
り
、
所
説
の
教
法
は
諸
法
実
相
で
あ
り
本
地
法
華
経
の
教
主
は
久
遠
実

成
で
あ
り
、
本
佛
で
あ
り
、
所
説
の
教
法
は
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
此
の
様
に
教
主
も
教
法
も
迩
中
と
本
地
で
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
成
佛
の
種
子
も
自
ら
異
な
る
。
即
ち
本
尊
抄
に
そ
の
違
い
を

一
品
二
半
よ
り
の
外
は
小
乗
教
、
邪
教
、
未
得
道
教
、
覆
相
教
と
名
く
、
其
の
機
を
論
ず
れ
ば
徳
薄
垢
重
幼
稚
負
窮
孤
露
に
し
て
禽
獣

に
同
じ
き
な
り
。
雨
前
述
門
の
円
教
す
ら
尚
ほ
佛
因
に
非
ら
ず
。

と
仰
せ
ら
れ
て
本
地
別
体
一
品
二
半
の
佛
種
子
以
外
は
成
佛
の
因
で
な
い
と
雨
前
述
門
等
の
教
経
を
廃
迩
さ
れ
て
お
ら
れ
ろ
。
そ
う
し
て

下
種
の
研
究

の
法
華
経
は
迩
門
法
華
経
で
あ
る
。
こ
の
故
に
迩
門
と
本
門
の
二
経
の
相
違
は
水
火
天
地
の
遠
目
が
あ
り
、
教
相
も
観
心
の
法
体
も
全
く

同
じ
く
本
尊
妙
に

本
門
は
序
正
流
通
倶
に
末
法
の
初
を
以
て
詮
と
為
す
。
在
世
の
本
門
と
末
法
の
初
は
一
同
に
純
円
な
り
。
但
し
彼
れ
ば
脱
、
此
れ
は
種

な
り
彼
れ
ば
一
品
二
半
（
の
事
具
一
念
三
千
）
此
れ
は
但
だ
（
本
門
八
品
の
）
題
目
の
五
字
な
り

と
更
に
仰
せ
ら
れ
て
、
迩
中
迩
門
と
本
門
の
相
違
よ
り
、
更
に
本
地
別
体
門
の
事
具
一
念
三
千
を
顕
説
さ
れ
、
次
い
で
本
地
本
門
の
佛
種

－68－



迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
二
乗
作
佛
を
説
い
て
、
爾
前
二
種
の
失
一
っ
を
脱
れ
た
り
。
し
か
り
と
雌
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ
れ
ぱ
ま

こ
と
（
実
）
の
一
念
三
千
も
あ
ら
わ
れ
ず
。
…
．
：
本
門
に
い
た
り
て
始
成
正
党
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ

れ
ば
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
雨
前
述
門
の
十
界
の
因
果
を
打
ち
破
っ
て
、
本
門
の
十
界
の
因
果
を
説
き
顕
す
。
此
れ
即
ち
本
因
本
果
の

法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
佛
界
に
具
し
、
佛
界
も
無
始
の
九
界
に
備
り
て
真
の
十
界
互
具
百
界
千
如
一
念
三
千
な
る
べ
し

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
爾
前
諸
経
及
び
迩
中
迩
門
の
一
因
一
果
の
因
果
を
打
ち
破
っ
て
、
本
門
の
十
界
の
因
果
を
顕
わ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
而
し
て
「
真
の
十
界
互
具
千
如
百
界
一
念
三
千
な
る
べ
し
」
と
、
迩
中
迩
門
ま
で
は
始
成
を
存
す
る
迩
因
迩
果
の
故
に
二
乗

作
佛
も
定
ま
ら
ず
、
真
の
一
念
三
千
も
成
り
た
た
な
い
か
ら
廃
迩
顕
本
し
て
、
迩
因
迩
果
の
理
具
一
念
三
千
を
廃
通
し
、
真
実
の
十
界
互

具
百
界
千
如
事
具
一
念
三
千
の
法
門
が
成
立
す
る
。
即
ち
理
具
一
念
三
千
の
教
法
は
廃
迩
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
事
具
一
念
三
千
の

教
法
は
顕
説
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
道
理
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
然
も
此
の
事
具
一
念
三
千
は
日
隆
聖
人
の
私
新
抄
に

今
経
の
本
門
独
り
久
遠
の
根
本
釈
尊
の
功
徳
を
説
顕
し
て
、
爾
前
迩
門
の
佛
菩
薩
等
の
経
々
の
功
徳
法
門
を
悉
く
破
廃
開
会
し
て
、
久

遠
本
地
の
無
作
一
佛
、
根
本
の
釈
尊
の
躰
内
に
流
入
せ
し
め
畢
っ
て
、
一
切
諸
佛
菩
薩
、
経
々
、
衆
生
の
成
佛
、
功
徳
を
悉
く
本
の
名

休
を
破
廃
し
て
、
本
門
寿
埜
品
（
本
地
別
体
門
の
一
品
二
半
の
寿
並
品
）
の
本
地
佛
に
州
入
し
、
本
地
の
地
涌
の
一
菩
薩
に
運
帰
し
、

一
切
の
経
々
を
会
し
て
今
経
の
寿
量
品
に
帰
せ
し
め
た
ま
へ
り
…
：
．
既
に
今
経
の
久
遠
本
地
の
一
佛
よ
り
、
通
を
十
方
三
世
に
垂
れ
て

子
を
顕
説
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

開
目
抄
に下

種
の
研
究

２
、
事
具
一
念
三
千
は
脱
と
種

－69－
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分
身
散
影
せ
り
。
分
身
の
通
を
し
て
寿
垂
品
の
本
地
の
本
佛
に
帰
せ
し
む
く
き
者
な
り
。
此
の
時
は
今
経
本
門
寿
堂
品
の
南
無
妙
法
蓮

華
経
（
別
休
事
具
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
）
は
是
れ
十
方
三
世
の
一
切
諸
佛
菩
薩
、
人
天
四
衆
八
部
、
十
法
界
の
成
佛
の
種
子
な

り
。
雨
前
述
門
の
経
々
は
（
実
相
の
理
具
三
千
は
）
一
切
佛
菩
薩
等
の
種
子
に
非
ず
、
根
本
に
非
ず
、
佛
の
神
に
非
ず
、
今
経
（
本
地

別
体
門
）
の
寿
量
品
の
妙
法
蓮
華
経
は
、
釈
尊
地
涌
計
り
一
切
経
々
、
佛
菩
薩
の
本
地
の
種
子
な
る
べ
し

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
迩
中
に
於
け
る
顕
説
さ
れ
た
迩
門
理
具
一
念
三
千
と
本
門
事
具
一
念
三
千
の
理
佛
性
と
修
得
佛
性
と
の
比
較

に
よ
り
、
本
門
事
具
一
念
三
千
の
佛
種
こ
そ
成
佛
の
種
子
な
り
と
顕
説
さ
れ
た
が
、
本
地
門
に
於
け
る
佛
種
子
の
相
待
に
な
る
と
、
そ
の

通
中
本
門
の
事
具
一
念
三
千
と
錐
も
私
新
抄
の
文
の
如
く
「
爾
前
迩
門
の
佛
菩
薩
の
経
々
の
功
徳
法
門
を
悉
く
破
廃
開
会
し
て
、
久
遠
本

地
の
無
作
一
佛
、
根
本
の
釈
尊
の
躰
内
に
流
入
せ
し
め
畢
っ
て
」
そ
こ
で
の
相
待
を
経
な
け
れ
ば
、
真
実
の
佛
種
子
が
開
顕
さ
れ
な
い
の

で
あ
る
。
従
っ
て
更
に
私
新
抄
で

雨
前
述
門
本
門
の
序
正
流
通
の
三
段
を
畢
っ
て
、
本
門
に
於
て
又
三
段
あ
り
と
之
を
判
ず
る
時
、
又
本
門
に
於
て
序
正
流
通
あ
り
。

と
申
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
本
地
本
門
に
於
け
る
一
品
二
半
本
地
別
体
門
の
事
具
一
念
三
千
に
つ
い
て

開
通
顕
本
の
上
に
三
世
十
方
法
界
の
微
塵
の
経
経
に
約
し
て
序
正
流
通
を
判
じ
て
、
三
世
十
方
倶
に
爾
前
迩
門
は
熟
脱
に
し
て
下
種
に

非
ず
。
一
品
二
半
ば
真
の
下
種
な
り
。
得
脱
な
り
と
定
め
て
、
一
切
衆
生
の
真
実
の
下
種
は
久
遠
本
地
寿
量
品
（
本
地
別
体
門
の
一
品

二
半
の
寿
堂
品
）
の
妙
法
蓮
華
経
の
一
念
三
千
な
る
べ
し
と
云
ふ
こ
と
を
釈
し
顕
す
な
り
。

と
、
事
具
一
念
三
千
に
は
種
子
と
し
て
の
佛
種
と
、
得
脱
の
脱
果
の
事
具
一
念
三
千
と
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
ろ
。
更
に
念
を
お
さ

れ
て

下
種
の

分
身
散
影
せ
り
。

一
念
三
千
の
佛
種
に
非
ず
ん
ぱ
有
名
無
実
な
り
、
十
章
抄
に
云
く
、
一
念
三
千
と
申
す
こ
と
は
迩
門
す
ら
尚
ぼ
許
さ
れ
ず
何
に
況
や
雨

研
究

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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と
御
指
南
さ
れ
て
、
所
被
の
機
根
の
惑
の
厚
薄
に
依
っ
て
、
前
に
下
種
し
後
に
得
脱
す
る
種
と
脱
が
分
れ
る
の
で
、
佛
種
を
下
種
す
る
よ

り
外
に
得
脱
す
る
脱
果
が
別
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
醐
前
迩
門
等
の
垂
迩
の
諸
経
を
破
し
て
本
地
別
体
門
の
一
品
二
半
の

寿
量
品
に
於
て
顕
わ
し
説
い
た
脱
果
の
事
具
三
千
、
其
の
脱
果
の
中
に
あ
る
佛
種
を
あ
ら
わ
し
た
の
が
事
具
一
念
三
千
で
あ
る
。
従
っ

て
、
下
種
と
は
佛
種
を
下
種
し
た
こ
と
で
あ
り
、
佛
種
を
下
種
す
る
こ
と
で
あ
る
。
脱
果
は
下
種
し
た
佛
種
が
現
在
に
顕
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
故
に
Ｉ
脱
果
ば
現
在
に
在
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
脱
果
の
実
体
は
佛
種
で
あ
る
か
ら
、
本
の
下
種
し
た
佛
種
に
帰
す
ろ
の
で
あ
る
Ｉ

か
ら
、
佛
種
を
顕
わ
さ
な
け
れ
ば
、
佛
果
の
脱
果
は
定
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
様
に
事
具
一
念
三
千
の
種
と
脱
を
愛
べ
て
一
体
と
す

る
の
は
、
此
れ
は
一
応
所
被
の
機
に
依
っ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
。
そ
の
観
点
か
ら
佛
種
よ
り
外
に
得
脱
し
た
佛
果
が
別
に
存
在
す
る
も

即
ち
脱
の
事
具
三
千
は
、
久
遠
本
因
妙
の
元
初
に
於
て
下
種
し
た
佛
種
に
依
っ
て
佛
果
を
証
得
し
た
一
念
三
千
の
妙
法
で
あ
る
。
故
に

此
の
脱
の
事
具
一
念
三
千
の
妙
法
は
、
本
因
妙
に
於
て
下
種
し
た
佛
種
に
依
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
脱
果
の
事
具
三
千
の
中
に
は
、
本

有
と
し
て
佛
種
の
事
具
三
千
が
具
備
し
て
お
り
、
こ
れ
を
脱
果
の
種
と
も
、
脱
中
の
種
ど
も
名
け
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
こ
の
種
脱
の
区
別
は
全
く
別
の
物
が
あ
っ
て
、
種
と
脱
と
に
分
け
る
の
で
は
な
い
。
即
ち
私
新
抄
に

下
種
の
妙
法
得
脱
の
妙
法
と
て
二
つ
無
し
、
惑
の
厚
薄
に
依
て
前
後
し
た
る
計
り
な
り
。
価
て
衆
生
の
成
佛
は
下
種
が
本
な
り
。
故
に

「
脱
は
現
に
在
り
と
雌
も
具
に
本
種
に
騰
ろ
」

ろ
こ
と
を
お
示
し
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
本
地
別
休
門
の
本
門
一
品
二
半
の
寿
量
品
に
、
顕
わ
し
説
い
た
本
因
果
国
事
具
三
千
に
、
脱
果
の
事
具
三
千
と
佛
種
の
事
具
三
千
が
あ

前
に
分
絶
へ
た
る
事
な
り
：
…
．
、
但
だ
真
実
の
依

は
、
本
門
の
一
念
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
是
れ
な
り

下
種
の
研
究

、
但
だ
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
る
べ
し
と
判
じ
た
主
へ
り
。
一
切
衆
生
の
真
実
の
下
種
と
云
ふ

－71－
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下
種
の
研
究

の
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
地
の
妙
法
蓮
華
経
に
総
別
の
二
義
が
あ
る
こ
と
を
曾
谷
殿
御
返
事
に

又
是
に
は
総
別
の
二
義
あ
り
。
総
別
の
二
義
少
し
も
相
そ
む
け
ば
成
佛
思
ひ
も
よ
ら
ず
、
六
道
輪
廻
の
基
な
り

と
あ
り
、
本
地
の
総
別
は
迩
中
の
諸
経
に
超
過
す
る
総
別
で
あ
っ
て
、
総
は
別
を
総
し
別
は
総
を
別
す
と
釈
さ
れ
、
ま
た
総
は
総
括
総
摂

す
る
意
味
で
も
あ
り
、
能
生
能
開
能
摂
の
意
味
で
も
あ
る
。
別
は
分
別
、
別
出
す
る
意
味
で
、
所
生
所
開
所
摂
の
意
味
で
も
あ
る
。

借
て
、
前
述
し
た
如
く
本
地
別
体
門
の
本
門
一
品
二
半
の
寿
呈
品
に
於
て
、
砺
前
権
教
迩
門
等
の
迩
中
の
熟
脱
の
経
教
の
諸
法
実
相
の

円
理
（
理
具
一
念
三
千
）
の
法
理
を
破
廃
し
た
、
本
地
別
体
門
の
本
門
の
事
具
一
念
三
千
の
佛
種
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
論
じ
た
よ
う

に
、
本
地
別
体
門
の
本
地
本
門
一
品
二
半
の
種
子
は
、
久
遠
本
地
本
因
妙
の
当
初
に
、
菩
薩
道
を
修
行
し
、
下
種
し
た
佛
種
子
に
よ
っ
て

本
果
妙
を
証
得
し
た
時
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
因
果
国
依
正
互
具
事
の
一
念
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
（
事
具
三
千
の
妙
法
）
で
あ
る
。

従
っ
て
脱
果
の
中
の
種
子
で
あ
り
。
久
遠
の
種
子
で
も
あ
る
。
従
っ
て
一
往
、
こ
の
久
遠
の
種
子
は
、
久
遠
五
百
億
座
点
劫
の
初
の
本

因
妙
の
時
に
顕
わ
し
た
佛
種
で
あ
っ
て
、
こ
の
久
遠
の
種
子
を
以
て
下
種
し
、
中
間
熟
益
を
経
て
、
在
世
の
一
品
二
半
で
脱
益
を
得
た
の

然
し
再
往
こ
の
久
遠
の
種
子
を
み
る
と
き
、
本
尊
抄
に
も
、

で
あ
る
。

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
門
八
品
は
序
正
流
通
と
も
に
末
法
の
始
め
を
詮
と
な
し
、
末
法
下
種
の
根
本
を
顕
わ
し
、
別
体
門
の
一

又
本
門
に
於
て
も
序
正
流
通
あ
り
…
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本
地
総
別
二
門
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佛
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但
し
彼
れ
ば
脱
、
此
れ
は
種
な
り
。
彼
は
一
品
二
半
（
此
れ
は
八
品
）
、
（
彼
は
一
念
三
千
）
此
は
但
だ
題
目
の
五
字
な
り

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
脱
」
と
は
、
本
因
本
果
を
互
具
す
る
本
果
妙
の
脱
（
事
具
一
念
三
千
）
で
あ
っ
て
、
「
種
」
と
は
本
因

本
果
（
事
具
一
念
三
千
）
を
総
在
す
る
種
子
下
種
で
あ
る
。
「
彼
れ
ば
一
品
二
半
、
此
れ
は
但
だ
題
目
の
五
字
な
り
」
と
は
影
略
互
顕
で

あ
っ
て
、
こ
の
対
句
を
揚
顕
た
な
ら
ば
「
彼
は
一
品
二
半
此
れ
は
八
品
、
彼
れ
ば
一
念
三
千
、
此
れ
は
但
だ
題
目
の
五
字
な
り
」
と
な
る

の
で
あ
る
。
即
ち
「
彼
れ
は
」
と
は
在
世
正
宗
の
本
門
で
あ
っ
て
、
「
此
れ
」
と
は
滅
後
流
通
の
本
門
で
あ
る
。
「
彼
れ
は
」
能
詮
の
教

在
世
の
（
一
往
の
）
本
門
と
夫

と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に

こ
の
故
に
本
尊
抄
に

と
仰
せ
ら
れ
た
の
は
、
久
遠
の
久
種
下
種
が
在
世
一
品
二
半
で
脱
益
し
、
そ
の
一
品
二
半
ば
脱
中
の
種
子
と
し
て
末
法
に
は
、
本
門
八
品

総
名
妙
法
蓮
華
経
の
佛
種
と
な
る
旨
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
本
尊
抄
の
文
に
、
日
隆
聖
人
が
御
科
文
を
付
さ
れ
て

且
く
八
品
と
一
品
二
半
と
を
相
対
し
て
、
脱
を
以
て
種
に
還
し
、
八
品
に
属
し
て
末
法
流
化
を
招
く
…
…

と
申
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

品
二
半
の
久
種
を
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
能
摂
に
収
め
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
尊
抄
の

所
謂
ろ
一
往
之
を
見
る
時
は
、
久
遠
を
以
て
下
種
と
為
し
：
：
：
再
往
之
を
見
れ
ば
迩
門
に
は
似
ず
。
本
門
は
序
正
流
通
倶
に
末
法
の
始

’
１
一
往
の
本
門
ｌ
脱
ｌ
一
品
二
半
ｌ
事
具
一
念
三
千

ｌ
再
往
の
本
門
１
種
１
本
門
八
品
ｌ
妙
法
蓮
華
経

所
謂
ろ
一
往
之
を
目

を
以
て
詮
と
為
す
。

下
種
の
研
究 本

門
と
末
法
の
始
め
（
再
往
の
本
門
と
）
は
一
同
に
純
円
な
り

－73－



ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｕ
ｉ
Ｂ
■
■
ｌ
・
Ｌ
Ｉ
■
，
１
８
Ｊ
４
口
９
１
１
９
‐
１
１
０
１
，
‐

下
種
の
研
究

た
る
本
地
別
体
門
の
一
品
二
半
で
あ
り
、
「
此
れ
は
」
総
体
門
の
八
品
で
あ
る
。
所
詮
の
法
体
は
彼
れ
ば
別
体
の
本
因
果
国
の
事
具
一
念

三
千
で
あ
り
、
此
れ
は
事
具
三
千
を
総
在
す
る
総
体
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
尊
抄
は
、
本
地
の
種
脱
の
能
詮
の
教

と
所
詮
の
法
体
を
相
待
し
て
示
さ
れ
、
本
地
の
総
別
を
相
待
し
本
地
本
門
八
品
の
種
子
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
、
別
体
事
具
の
一
念
三
千
を

総
体
た
る
総
名
妙
法
蓮
華
経
に
収
め
て
、
末
法
の
真
の
佛
種
子
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

｜
鰄
叫
謝
鍬
踊
蕊
稚
岬
職

佛
種
と
は
、
本
地
別
体
門
の
一
品
二
半
、
事
具
一
念
三
千
の
種
子
、
脱
中
の
種
を
い
う
。
即
ち
本
門
円
融
実
相
の
境
妙
と
、
脱
益
正
意

久
遠
成
道
報
身
佛
の
智
妙
と
が
、
境
智
冥
合
し
た
る
常
往
の
法
体
た
る
脱
果
の
事
具
一
念
三
千
の
種
子
に
対
し
て
名
付
け
た
も
の
で
あ

乗
種
と
は
、
本
地
総
体
門
の
本
門
八
品
上
行
所
伝
の
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
つ
い
て
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
乗
種
と
は
五
味

主
の
実
相
た
る
妙
法
実
相
の
本
境
妙
と
、
一
佛
二
名
の
久
遠
成
道
報
身
の
本
智
妙
と
、
境
智
冥
合
し
た
る
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
種
子
の
こ

ろ
。と

を
称
す
る
の
で
あ
る
。

従
三
』
別
体
門
の
一
品
二
半
脱
益
の
沸
種
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
末
法
本
未
有
善
の
我
等
下
種
の
機
に
移
し
一
』
此
れ
を
論
じ
た
な

れ
ば
、
単
な
る
脱
益
の
佛
種
に
終
る
こ
と
な
く
更
に
境
智
冥
合
し
て
乗
種
た
る
末
法
の
総
種
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係
を
日
降
聖
人

の
弘
経
抄
（
日
朧
聖
人
全
集
第
一
巻
）
の
御
指
南
を
通
じ
て
仰
ぐ
と

４
、
佛
種
と
乗
種

－74－



此
の
時
は
雇

下
種

脱
益
実
相
の
妃
と
云
ふ
方
は
、
爾
前
迩
門
本
門
三

故
に
本
門
一
品
二
半
の
脱
益
は
、
権
迩
の
諸
経
と
”

脱
益
と
し
て
種
よ
り
別
に
置
く
可
ら
ず
。
雌
脱
在
呑

置
て
之
を
用
ゆ
れ
ば
、
同
じ
く
下
種
と
成
る
な
り

此
の
時
は
「
彼
の
脱
は
此
の
種
」
と
文
点
を
成
す
要

唇
へ
ぼ
、
爾
前
迩
門
の
脱
益
一

て
王
子
を
生
ず
る
が
如
し
云
云

其
の
故
は
、
雨
前
述
門
の
脱
益
円
妙
は
過
去
の
下
種
を
知
ら
ず
、
故
に
趙
高
道
鏡
が
王
位
に
居
せ
ん
と
欲
す
る
が
如
し
と
破
し
給
ひ

て
、
一
品
二
半
の
脱
益
を
ぱ
堅
く
之
を
賞
翫
し
給
ふ
処
、
現
在
の
脱
益
と
過
去
の
下
種
と
和
合
し
て
、
真
実
久
遠
の
下
種
を
成
ず
ろ
故

に
、
一
品
二
半
の
脱
益
の
成
佛
を
ぱ
、
真
の
国
王
太
子
王
位
に
登
る
に
臂
ふ
べ
き
な
り
。

害
へ
ぼ
、
爾
前
迩
門
の
脱
益
実
相
の
妃
は
、
土
民
と
通
じ
て
太
子
を
生
じ
、
本
門
一
品
二
半
の
脱
益
実
相
の
妃
は
、
真
の
国
王
に
通
じ

此
の
本
門
八
品
は
一
向
に
滅
後
末
法
下
種
の
為
な
り
。
然
る
に
此
の
中
に
一
品
二
半
正
宗
と
云
ふ
方
は
在
世
脱
益
な
り
。
此
の
脱
益
も

爾
前
迩
門
脱
益
の
如
き
は
、
諸
部
円
妙
一
同
し
て
約
教
釈
に
対
せ
ら
ろ
べ
き
嗽
と
党
へ
た
る
処
に
、
高
祖
師
の
一
品
二
半
よ
り
外
は
小

乗
教
邪
見
教
未
得
道
教
な
り
と
之
を
破
し
、
爾
前
迩
門
の
円
教
は
佛
種
と
成
ら
ず
と
判
じ
給
ふ
。

故
に
爾
前
迩
門
の
脱
益
と
、
本
門
正
宗
脱
益
と
大
に
不
同
な
る
べ
し
と
見
へ
た
り
。
価
て
、
脱
益
と
云
ふ
名
は
同
じ
と
云
へ
ど
も
、
其

の
義
は
大
に
異
な
れ
り
。

字
な
り
と
判
じ
給
へ
り
。

高
祖
云
く
在
世
の
本
門
と
末
法
の
初
め
と
は
一
同
に
純
円
な
り
。
但
し
彼
は
脱
、
此
は
種
な
り
。
彼
は
一
品
二
半
、
此
は
但
題
目
の
五

の
研
究

爾
前
迩
門
本
門
一
同
た
り
と
雌
も
、
土
民
の
夫
と
国
王
の
夫
と
大
い
に
不
同
あ
り
。

、
権
迩
の
諸
経
と
共
な
ら
ず
、
約
教
釈
に
も
符
せ
ら
れ
ず
、
独
一
無
伴
の
上
脇
脱
益
の
妃
な
り
故
に
、

則
ら
ず
。
雌
脱
在
現
具
騰
本
種
し
て
、
脱
を
以
て
種
に
随
へ
、
種
を
以
て
脱
を
取
り
。
而
も
種
の
裏
に

と
文
点
を
成
す
な
り
。

｜｜’
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下
種
の
研
究

脱
も
即
ち
種
に
帰
し
、
種
ば
智
、
脱
ば
境
、
境
智
冥
合
し
て
下
種
を
成
ず
ろ
な
り
。

此
の
意
は
本
門
八
品
の
下
種
の
辺
な
り
。
本
門
八
品
独
り
真
の
種
子
無
上
の
経
王
な
り
。

と
、
一
品
二
半
の
脱
益
事
具
一
念
三
千
は
溺
前
迩
門
の
脱
益
の
法
と
全
く
異
な
っ
た
独
一
無
伴
の
上
脇
脱
益
の
円
妙
で
あ
っ
て
、
こ
の
脱

益
の
円
妙
は
「
種
よ
り
別
に
置
く
可
ら
ず
」
と
あ
る
如
く
、
果
と
し
て
捨
て
置
か
ず
、
必
ず
種
と
し
て
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
と
云
え
ば
、
雌
脱
在
現
具
縢
本
種
の
種
に
帰
せ
し
め
、
新
ら
た
に
末
法
本
未
有
善
の
機
の
た
め
、

本
地
別
体
門
の
一
品
二
半
、
事
の
一
念
三
千
の
境
妙
の
佛
種
と
し
て
、
独
一
無
伴
の
王
妃
上
脱
と
し
て
、
活
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち

久
遠
成
道
報
身
本
佛
の
智
妙
の
相
手
方
の
境
妙
と
な
っ
て

此
の
三
千
（
別
体
事
具
三
千
）
を
以
て
、
妙
法
蓮
華
経
に
裏
み
、
総
名
を
以
て
下
種
の
法
と
な
す
な
り
。
（
日
隆
聖
人
全
集
第
一
巻
）

と
境
智
冥
合
し
た
真
の
佛
種
子
た
る
乗
種
（
教
種
と
も
総
種
と
も
云
う
）
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
乗
種
は
本
尊
抄
に

本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
於
て
は
、
佛
猶
文
殊
薬
王
等
に
も
之
を
付
嘱
し
た
ま
は
ず
。
何
に
況
や
其
の
已
下
を
や
、
但

だ
地
涌
千
界
を
召
し
て
八
品
を
説
い
て
之
を
付
嘱
し
た
ま
ふ
。

と
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
本
門
八
品
所
顕
の
種
子
で
あ
っ
て
、
事
具
一
念
三
千
は
能
生
た
る
本
門
八
品
よ
り
所
生
さ
れ
た
ろ
種
子
で
あ

ろ
。
従
っ
て
本
尊
抄
に

一
念
三
千
を
識
ら
ぎ

と
申
さ
れ
、
総
要
能
牛

太
郎
殿
御
返
事
に

但
た
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
の
み
こ
そ
、
佛
に
成
る
種
に
は
候
へ

念
三
千
を
識
ら
ざ
る
者
に
は
、
佛
大
慈
悲
を
起
し
五
字
の
内
に
此
の
珠
を
裏
み
末
代
幼
稚
の
頚
に
懸
け
さ
し
め
た
ま
ふ
。

さ
れ
、
総
要
能
生
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
う
ち
に
、
別
体
所
生
の
事
具
三
千
が
摂
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
大
聖
人
は
九
郎
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日
隆
聖
人
が
、
弘
経
抄
で
開
目
抄
の
秀
句
の
文
を

云
ふ
所
の
佛
母
と
は
厳
愛
の
愛
な
り
。
愛
は
母
、

以
上
の
如
く
、
迩
中
、
本
地
の
種
子
た
る
佛
種
に
つ
い
て
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
境
妙
た
る
法
体
が
、
本
迩
実
相
同
体
で
あ
る
か

の
如
く
誤
解
さ
れ
や
す
い
。
従
っ
て
本
迩
実
相
た
る
母
方
の
所
在
を
は
っ
き
り
す
る
必
要
を
痛
感
し
、
更
に
大
聖
人
、
聖
人
の
仰
せ
を
引

き
爾
前
権
迩
等
の
父
方
（
智
）
母
方
（
境
）
等
を
論
じ
た
い
と
思
う
。

故
に
、
成
佛
は
下
種
佛
種
（
乗
種
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
を
下
し
蒔
か
ね
ば
下
種
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
元
来
、
佛
種
と
は
佛

に
這
る
種
子
で
あ
る
。
そ
の
種
子
を
下
種
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
種
子
は
佛
種
と
は
云
え
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
下
種
と
佛
種
は
不
離
一

体
な
も
の
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
故
に
佛
種
の
所
在
は
下
種
の
当
処
に
あ
る
。
佛
種
は
下
種
に
依
っ
て
の
み
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
下

種
な
き
と
こ
ろ
に
あ
る
佛
種
は
有
名
無
実
の
佛
種
で
あ
る
。

ま
た
筒
御
器
抄
に

種
熟
脱
の
法
門
、
法
華
経
の
肝
心
な
り
、
三
世
十
方
の
佛
は
必
ず
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
種
と
し
て
佛
に
成
り
給
へ
り
。

等
と
申
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
乗
種
た
る
佛
種
総
名
総
要
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
必
ず
下
種
し
な
け
れ
ば
成
佛
は
出
来
な
い

の
で
あ
る
。

厳
の
父
は
本
門
発
迩
顕
本
本
因
本
果
報
佛
の
事
な
り
。
此
の
報
佛
の
下
種
を
ぱ
佛
種
と
名
づ
く
ろ
な
り
。

ｍ
ｗ
ｚ
Ｏ

下
種
の
研
究

５
大
王
・
王
女
と
佛
種

厳
ば
父
な
り
。
此
の
佛
母
の
愛
と
は
爾
前
迩
門
の
円
理
実
相
な
り
。
此
れ
法
種
分
な
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下
種
の
研
究

と
釈
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
印

に
し
て
、
佛
身
を
唇
え
、
龍

｜
Ｉ
程
ｌ
Ｐ
丑
一
ヨ
ネ
０
羽
一
塁
冒
副
コ
イ
ｆ
〕

ｌ
父
１
本
因
本
果
の
事
ｌ
厳
ｌ
能
動
者
ｌ
智

ま
た
日
蓮
大
聖
人
は
、
本
尊
抄
に
無
量
義
経
を
引
い
て

無
量
義
経
に
云
く
、
唇
ぱ
国
王
と
夫
人
と
新
に
王
子
を
生
ぜ
ん
。
若
し
は
一
日
…
．
：
王
及
び
夫
人
愛
心
偏
に
重
く
し
て
常
に
と
も
に
語

ら
ん
。
：
．
…
諸
佛
の
国
王
と
是
の
経
の
夫
人
と
和
合
し
て
共
に
是
の
菩
薩
の
子
を
生
ず

と
あ
り
。
ま
た
日
隆
聖
人
は

と
あ
っ
て
、
受
動
者
と
能
動
者
、
被
下
種
者
と
下
種
者
と
の
関
係
に
よ
っ
て
「
惣
じ
て
成
佛
と
云
ふ
ば
下
種
を
以
て
本
と
為
す
」
と
成
佛

の
最
終
の
帰
着
を
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
父
母
子
等
の
密
え
を
設
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
、
説
明
の
繁
を
避

け
る
た
め
左
に
図
示
す
る
と
、

ｌ
母
１
円
理
実
相
の
理
ｌ
愛
ｌ
受
動
者
ｌ
境

法
種
と
は
専
ら
耐
前
述
門
に
明
す
。
実
相
法
身
を
以
て
母
に
密
へ
、
妃
に
馨
へ
、
王
女
に
唇
へ
、
所
縁
の
境
に
密
ふ
。
雨
前
述
門
果
頭

教
主
の
佛
を
以
て
父
に
害
へ
、
土
民
に
唇
へ
、
能
覚
の
智
に
類
す
る
境
智
冥
合
の
妙
○
経
を
、
大
通
王
子
覆
講
の
時
下
種
す
る
間
、
父

は
土
民
、
母
は
妃
た
る
。
「
本
結
大
縁
寂
光
為
土
」
の
下
種
な
る
故
に
、
妃
母
の
方
に
随
へ
ぱ
法
種
な
り
。

次
に
佛
種
と
は
、
人
法
の
中
に
は
人
に
約
し
、
三
身
の
中
に
は
久
成
報
身
に
約
す
。
「
若
従
二
別
意
一
正
在
二
報
身
一
」
と
云
へ
る
寿
量
品

の
三
世
益
物
の
下
種
の
教
主
是
れ
な
り
、
此
の
久
成
の
報
佛
を
父
に
雷
へ
、
諸
御
抄
に
は
天
子
に
唇
へ
、
大
王
に
害
へ
国
王
に
密
ふ
。

（
日
隆
聖
人
全
集
第
四
巻
） 即

ち
、
佛
母
と
は
可

能
動
者
側
を
指
す
。

佛
母
と
は
爾
前
迩
門
、
円
理
実
相
を
警
え
、
受
動
者
側
を
指
し
、
父
と
は
、
下
種
を
行
う
種
の
保
持
者
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ま
た
、
父
と
母
と
佛
種
の
相
違
に
つ
い
て

声
聞
生
ず
と
錐
も
如
来
の
種
に
非
ず
。
王
の
夫
人
と
下
賎
と
通
ず
れ
ば
、
其
の
生
ず
る
所
の
者
を
王
子
と
名
け
ざ
ろ
が
如
し
（
輔
行
一
）

唇
へ
ば
王
女
た
り
と
雌
も
畜
種
を
懐
妊
す
れ
ば
、
其
の
子
尚
ほ
浦
陀
羅
に
劣
る
が
如
し
（
本
尊
抄
）

念
三
千
が
違
う
の
で
あ
る
。

と
な
る
。
然
し
そ
れ
ら
は
迩
中
権
実
相
待
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
。

雨
前
述
門
の
成
佛
と
云
ふ
は
、
土
民
の
父
を
隠
し
て
妃
の
母
方
を
取
り
、
王
子
と
号
し
、
成
佛
と
称
ふ
る
故
に
、
本
門
一
品
二
半
の
父

大
王
の
種
子
を
顕
せ
ば
、
閉
前
迩
門
無
得
道
と
云
は
る
壁
な
り
故
に
本
門
の
意
、
成
佛
と
云
ふ
は
、
父
大
王
の
種
子
に
約
し
て
成
佛
を

論
ず
ろ
間
、
本
門
流
通
の
日
蓮
宗
に
は
、
爾
前
迩
門
無
得
道
と
云
ふ
な
り
（
日
隆
聖
人
全
集
第
四
巻
）

と
聖
人
が
申
さ
れ
て
い
る
如
く
、
成
佛
は
一
つ
に
か
か
っ
て
、
父
方
が
土
民
で
あ
る
か
大
王
で
あ
る
か
、
そ
の
種
子
に
依
っ
て
耐
前
述
門

の
成
佛
の
相
違
が
あ
り
、
父
大
王
の
種
子
で
な
け
れ
ば
真
実
の
成
佛
と
は
云
え
ぬ
し
、
父
大
王
の
種
子
た
る
一
品
二
半
脱
益
の
種
子
が
開

顕
さ
れ
た
後
の
爾
前
迩
門
の
佛
母
実
相
の
辺
を
取
っ
た
土
民
の
種
子
は
、
無
得
道
の
成
佛
の
種
子
と
な
る
。
母
方
の
妃
は
同
一
で
あ
っ
て

も
、
父
方
の
大
王
と
土
民
の
関
係
に
よ
っ
て
、
種
子
が
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
能
所
一
体
、
境
智
冥
合
と
な
っ
た
種
子
の
一

’
１
実
相
法
身
ｌ
母
ｌ
妃
ｌ
王
女
ｌ
‐
所
縁
の
境

ｌ
久
成
報
身
Ｉ
父
ｌ
大
王
ｌ
天
子
ｌ
国
王
ｌ
能
覚
の
智
Ｖ
畝
雌
賊
一
航
鮒
）
ｌ
境
智
冥
合
ｌ
事
の
一
念
三
千
（
佛
種
）
ｌ
王
子
ｌ
佛
子

｜
Ｉ
撫
維
川
押
埋
呪
圧
併
潔
鯏
Ｖ
献
細
旺
曙
蕊
）
ｌ
境
薑
合
Ｉ
理
の
一
念
三
千
（
法
種
）
‐
偽
王
子
Ｉ
腹
白
の
子

－
１

下
種
の
研
究

！
１
画
■
■
■
■
４
ｑ
Ｂ
６
Ｌ

卜
１
１
、
■
ｐ
ｂ
ｂ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
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と

例
せ
ば
王
女
と
下
女
と
、
天
子
の
種
子
を
下
さ
ご
れ
ぱ
国
主
と
為
ら
ざ
る
が
如
し
（
太
田
抄
）

と
あ
っ
て
、
雨
前
述
本
の
父
母
子
と
種
子
の
関
係
は
、
こ
の
害
え
を
借
り
る
こ
と
に
よ
り
極
め
て
明
瞭
に
な
る
。
依
っ
て
左
に
図
示
す
る

以
上
、
述
べ
た
事
に
依
っ
て
爾
前
、
迩
門
、
本
門
の
佛
種
の
相
異
を
明
瞭
に
し
た
訳
で
あ
る
が
、
然
し
母
方
の
王
女
に
善
え
ら
れ
た
円

融
実
相
は
迩
本
と
名
字
は
異
な
る
が
迩
本
と
も
に
同
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
迩
中
の
本
迩
で
あ
る
た
め
同
体
な
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば

在
世
脱
益
の
為
の
種
子
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
曾
谷
抄
に

開
（
本
門
）
未
開
（
迩
門
）
異
な
れ
ど
も
同
じ
く
円
な
り
。
此
れ
迩
門
の
心
な
り

と
あ
り
、
ま
た
日
隆
聖
人
も

１
通
中
Ｉ

本
地

母父

王独大

無
妃伴王

妙五久一
法味成佛
実主報二
相之身名

本本

唖
名上本
妙行門
法要八
蓮付品
華総
経

太
子

乗
種

下
種
の
研
究

ｌ
爾
前
Ｉ
｜
川
率
Ⅱ
忌
嶬
川
識
鍼
雌
恥
Ⅱ
蝿
》
Ⅱ
｜
Ｉ
無
常
法
理
ｌ
土
民
の
子
ｌ
法
種

‐
迩
門
１
’
Ⅱ
群
識
銚
柵
戦
刺
纈
Ⅱ
－
１
無
常
円
理
！
偽
王
子
Ｉ
法
種

１
本
門
’
’
１
父
ｌ
大
王
ｌ
棚
脇
細
鱸

‐
母
ｌ
妃
‐
本
門
円
騨
矧
纈
Ｉ
－
Ｉ
常
住
円
理
Ｉ
王
子
ｌ
佛
種

’
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本
門
正
意
の
寿
の
長
遠
は
事
円
事
実
相
な
り
、
今
の
六
句
の
実
相
を
釈
す
る
故
に
、
「
此
れ
は
須
く
本
智
の
境
を
照
す
こ
と
を
指
す
べ

し
」
と
云
へ
る
久
遠
の
実
相
は
、
五
味
主
の
躰
玄
義
な
り
、
故
に
本
迩
の
実
相
は
天
地
の
勝
劣
な
り

既
に
雨
前
述
門
の
実
相
三
千
は
、
十
界
の
佛
界
の
果
頭
の
慈
父
は
始
覚
土
民
な
り
。
随
て
三
千
実
相
も
定
ま
ら
ず
し
て
浮
草
の
如
し
、

本
門
の
因
果
国
の
事
の
三
千
は
能
覚
の
佛
界
は
慈
父
大
王
な
り
。
此
の
大
王
の
本
智
即
本
智
境
照
す
る
本
地
難
思
の
境
妙
の
妙
法
実
相

な
り
。
何
ぞ
本
迩
の
実
相
、
同
な
ら
ん
や
。
（
日
隆
聖
人
全
集
第
九
巻
）

と
仰
せ
ら
れ
て
、
母
方
の
王
妃
妙
法
実
相
は
、
迩
中
実
相
円
理
を
廃
迩
顕
本
し
、
本
地
の
本
門
に
説
い
た
本
地
の
実
相
を
顕
わ
し
、
本
地

実
相
の
体
内
に
迩
中
の
実
相
を
摂
入
し
、
体
内
に
於
て
は
取
捨
せ
ず
能
所
の
勝
劣
を
以
て
、
そ
の
相
異
を
分
別
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
通

中
本
門
の
円
理
実
相
と
異
な
る
妙
法
実
相
で
あ
る
の
で
あ
る
。
此
の
妙
法
実
相
と
、
一
佛
二
名
久
成
報
身
佛
と
境
智
冥
合
し
た
ろ
佛
種
子

こ
そ
、
爾
前
迩
本
に
な
い
真
の
佛
種
子
、
乘
種
（
教
種
、
総
種
）
な
の
で
あ
る
。

此
の
様
に
、
種
子
に
つ
い
て
士
民
と
下
女
、
士
民
と
王
女
、
大
王
と
妃
、
大
王
と
王
妃
の
密
え
を
挙
げ
て
、
末
法
有
縁
の
導
師
と
そ
の

玄
一
、

と
あ
り
、

隆
聖
人
が

聖
人
全
集
第
九
巻
）

と
仰
せ
ら
れ
、
ま
た

寿
堂
の
正
意
は
、
正
在
報
身
の
が
の
長
遠
な
り
。
此
の
本
智
照
塊
の
実
相
と
、
迩
中
の
実
相
と
ば
永
異
な
り
。
銭
の
一
に
「
本
門
は
諸

経
と
一
向
に
異
な
り
、
所
言
の
異
と
は
所
謂
、
遠
寿
諸
経
に
永
く
無
し
、
故
に
一
向
に
異
な
り
」
と
釈
す
る
ば
此
の
心
な
り
。
（
日
降

八
、
権
迩
本
の
円
理
実
相
の
躰
同
は
皆
迩
門
の
心
な
り
一
芸

（
日
隆
聖
人
全
集
第
九
巻
）

こ
れ
ら
は
共
に
迩
中
の
本
迩
実
相
同
体
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
本
地
と
迩
中
の
円
理
実
相
は
異
な
る
。
即
ち
日

下
種
の
研
究
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聞
き
か
ぢ
り
、
聞
き
か
ぢ
り
し
た
佛
種
の
問
題
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
を
整
理
し
、
上
述
の
如
く
論
じ
来
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
信
解
未

熟
の
非
才
で
は
此
の
様
な
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
手
を
入
れ
た
事
に
後
悔
を
感
じ
て
い
ろ
。
然
し
自
分
で
得
心
し
明
ら
か
に
し
た
い
思
い

衆
生
が
下
種
す
る
種
子
た
る
本
門
八
品
上
行
所
伝
本
因
下
種
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
乗
種
を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
論
の
「
下
種
の
研
究
」
を
す
す
め
て
い
く
途
上
の
「
種
」
の
問
題
解
明
の
一
段
階
を
終
え
た
と
思
う
の
で
、
更
に
「
乗
種
」
の
問
題

を
深
く
究
明
し
、
最
後
に
「
下
種
」
の
「
種
を
蒔
く
」
問
題
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
、
先
師
先
哲
の
慧
眼
を
以
て
小
生
へ
の
愛
感
を

垂
れ
、
御
教
示
御
叱
声
を
衷
心
よ
り
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

を
深
く
し
て
い
る
。

下
種
の
研
究

結
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